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学校長 中村 英一

本校は大正 9年 4月 20日 に味々の声をあげて以来70周年を迎えました。これを記

念して『榛嶺一日で見る渋高70年』(写真集)カミ発刊されることになりました。これ

は既刊の「渋高五十年史 (上・下巻)』 《十喜:B:と :3:発刊》に附加し、補充するも

のであります。写真は事実そのもので、我々にストレートに訴えてくれる力をもっ

ております。

本書は一万六千有余の先輩の方々が、「質実剛健」「文武両道」の精神の下、真摯に学校づくりに取 り組

んできた、輝かしい足跡であり、そこにはその時々の在校生たちの汗と涙と感動の青春譜があります。こ

れを見る時、同窓生にとっては懐かしい時代を偲が心のよすがとなるであろうし、これから学が者にとっ

ては貴重な教ヲIであり、激励でもあります。また、我々が本校の将来を展望しようとする時、必ずや過去

の渋高を振り返らねばならぬのであります。本書編纂の意義はここにあると申せましょう。

さて、70周年記念事業の一つとして本書は刊行されましたが、外に、同窓会やPTAの 皆様の一方なら
ぬ御協力と県当局の御援助の下、記念会館の増改築、校門周辺の整備、図書館の冷暖房施設の完備、さら

に同窓会員名簿の発行が行われました。これらの70周年記念事業に寄せられた多くの方々の温情に対して

深甚なる謝意を表する次第であります。

終わりに、本書編纂にあたり、貴重な資料を御提供 くださった同窓生並びに本校関係者の各位に対して

深く感謝申し上げるとともに、資料の整理・執筆にあたられた編集委員並びにその協力者に対して心から

その労をねぎらいたいと存 じます。

記念誌発刊のお祝い

PTA会長 角田  登

「榛嶺一日で見る渋高70年」の発刊をPTAを 代表してお祝い申し上げます。
本校も創立70年、古稀。社甫の詩にあるように70年のあゆみは貴重でありました。

在校生は言うまでもなく、卒業生、関係者の70年間の汗と努力の結晶が北毛の伝

統校としての評価につながっております。関係者の平素の御努力、御協力に深甚な

る敬意を表する次第であります。

本年を節として、新しい皮袋に新しい酒を入れ、次代にこのすばらしい伝統を汚すことなく伝えたいと

思います。

昨年より本年 5月 まで、群馬県監査委員として県内各地の高校を監査する機会がありましたが、それぞ

れの高校が特色のある学校づくりをめざしておりました。

伝統校においては、在校生、卒業生の長い深い絆で、地域に根づいた教育で成果をあげており、新設校

では、新しい感覚で時代にマッチした伝統を創るために、先生・生徒が英知をしばって活動しております。

実業校においては、産業構造の変化により学科の改廃等、社会のニーズに対応しておりますが、伝統の

ある校名まで変更せざるを得ない高校もあります。特に工業系では、経済成長による人手不足で生徒ひと

りに数十社の求人が殺到するという林況であります。  .   .
いわゆる「花長風月」(花形企業で長期休暇があり、社風が良く月給がよい)と 言われる職場に人気が集

中し、また暗い、汚い、危険な「3K」 を避け、「かっこよさ」を求め、額に汗を流すことを嫌う社会の風

潮はいかがなものでしょうか。本校生徒は、厳しい受験、社会にむかって「質実剛健」の精神を忘れるこ

となく頑張っていただきたいと思います。

「温故知新」、先輩の足跡をたずねて、新しい時代、21世紀への渋高をどのように創造するかを考えるとき、

後輩たちに多くの示唆を与えてくれるものが本記念誌であり、その果たす役割は大なるものがあります。

今後も地域の期待に応えられる渋高を創るために努力する所存であります。

本校のますますの発展と皆様の御健勝を祈念して祝辞といたします。

祝 辞

記念事業後援会長 池原  透

渋川高等学校創立70周年記念誌「榛嶺一目で見る渋高70年」の発刊を心より消祝

い申し上げますとともに、編集の任に当られました関係者の御尽力に対しまして敬

意と感謝を申し上げます。

記念事業後援会は、渋川高校が平成 2年に70周年を迎えるにあたり、その記念事

業に協力すべく、在校生および卒業生の保護者を中心として平成元年 4月 1日 に発足いたしました。そし

て平成元年度の新入生保護者の皆様より入会していただき、その入会金により基金を積立てております。

御協力いただきました皆様に感謝申し上げますとともに、今後ともよろしく痛願い申し上げます。

「質実剛健・堅忍持久」の校訓のもとに、1920年開校以来70周年を迎えた渋川高校ですが、私は1946年渋

川中学校最後の新入生として入学し、1952年高校を卒業するまで、 6年間本校に在学しました。その間に

あって、 4年間最下級生という憂き目にもあいましたが、中学高校一貫教育という先端教育も受けること

が出来ました。当時は木造三階建ての校舎、うらがれた寄宿者、みすばらしい部室等現在の学校施設に較

べると雲泥の差を感じます。加えて戦後の食糧難ではありましたが、「炎の山」から「自由の子ぷ
へと変化

に富んだ青春の 6年間は、すばらしい体験として生きております。その当時の仲間は
「黄金の鶉の集い」

として、今でも毎年集まり、40年前をしのび、現在を語 りあって消ります。

創立70周年を契機として、北毛の雄渋川高校が、生徒・荻師・保護者・同窓会員等関係者が一体となっ

て、ますます発展されますことを祈念申し上げまして祝辞といたします。

感謝 とお祝 い の言葉

教育振興会長 福田  尚

母校の創立70周年、心からお祝い申し上げます。記念式典に時を合せて刊行され

ます記念誌『榛嶺一日で見る渋高70年』の発刊を、期待をもってお祝いいたします。

母校を思う先輩各位の暖かい御支援とPTAの協力によりまして、記念会館が、
この度新しく衣替えすることができました。新しい記念会館は、 1階に食堂・厨房

と本校関係者の美術品や記念品を納める展示室、 2階には大広間 (和室)がありま

す。これから部活動に、クラス毎の合宿に活用でき、師弟・仲間同とが寝食を共にして語り合える機会を

通じて、一生の思い出を作 り得ると思い、大変喜んでおります。記念会館の改築を企画し実行に携わった

各位、募金のお世話をしてくださった方々、募金に応じてくださった方々に、心より感謝の言葉を申し上

げます。本当にありがとうございました。

思い起こせば昭和20年、私は旧制の中学に入学いたしました。当時校舎は木造 2階建て、体育館や講堂

も木造でした。勤労奉仕、敗戦、教科書のない授業、わら半紙に印刷された教科書、学制改革、そし
て母

校の名前も渋川高等学校と変わりました。校舎もコンクリート校舎に一部立て替えられ、
シンボルの太い

桜の木もなくなりましたが、校門、校庭の石垣、佐藤次郎の胸像は昔のままです。それらのものを目
の当

たりにするにつけ、旧制の校歌を思い出します。

在校生の諸君、「火文
力自の山の鎮まりて、明けし国原上毛の………」で始まる渋中の校歌を、ぜひ渋川高校

の

第 2校歌として声高らかに歌って下さい。同窓会の存在意義は、在校生を含めて同じ学び舎を共にした仲

間が、先輩と後輩とを一本の糸で結び付ける所にあると思います。それも強くて絶対に切れな
い感傷の糸で。

全く偶然の縁かも知れませんが、同じ学舎で勉強し、同じ校庭で運動したということで、暖
かい感情が

自

雀撫歪箋各急撞艶鏡濃語F賓曇藁墨た宣F漠箕ξ輿誓盈辱盈τεttFえ墓納 蟄 観 と後輩への

益々の御支援をお願い申し上げ、言葉整いませんが、教育振興会を代表して関係各位
に対し御礼の言葉と

記念誌発刊の祝辞を申し上げます。

t
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昭和 23年 4月 制定  「校章」
学制改革で渋川高校として発足したさ

い、在校生から公募したが秀作がなく、

図工担当の長野萬先生が図案化した。

「高」を中心に榛名山系とくに水沢山

の雄姿を仰ぎみるところから山を配し、

また本校の伝統である質実岡け健の校風

をあらわす象徴として、深い山で風雪

をしのぎ実を結ボ「ミヤマハンノキの

実」をデザインした。

“
一
学

iJ

…

記 念誌 発刊 を祝 して

創立70周年記念事業実行委員長 (同窓会長)

川  崎 富  三

群馬県立渋川高等学校は、大正 9年 4月 、この地に誕生し、爾来地域の期待を享け、先輩諸氏
の努力と

精進、関係の先生方の熱意冷れる御指導を得て、ここに創立70周年
の年輪を亥1む ことが出来ましたことは、

誠に御同慶の至りに存じます。

発足当時の「県立渋川中学校」、および「県立渋川高等学校」の卒業生は一万
六千余名。政界・官界・財

界はもとより、学問・芸術・スポーツなど、様々な領域の第一線で活躍する先輩を多数輩出
して名実とも

に「北毛の雄」としての確かな地歩を獲得して参 りました。

「質実剛健」「堅忍持久」の校訓の示すごとく、雄々しく遅しい真に男性的な誇り高き卒業
生・在校生諸

君は、本校の歴史と伝統を守り育て、さらなる発展のために日
々邁進しております。

この年に当たり、「群馬県立渋川高等学校創立70周年記念事業実行委員会」が組織され、記念事業
として

患さわしい事業を検討・推進して参 りました。

その主な事業は、①、正門の移築、②、同窓会名簿の改定、③、図書館等
への冷房設備の設置、④、「記

念誌」の刊行、⑤、記念会館の増改築の 5本柱であります。

これら記念事業には、同窓会・PTA・ 教育振興会などの関係者の絶大なる御支援をいただきました。

実行委員会を代表して深甚なる感謝の言葉を申し上げます。

さて、70周年記念誌「榛嶺一日で見る渋高70年」は、グラビア写真による本校の変遷
の歴史であります。

本校の歴史のひとこまひとこまを記録する写真集で、これを見ることによって、古き思
い出深き青春の

日々を回顧し、また母校の発展の歴史を知る縁ともなり得ると自負しております。

この記念誌の刊行が機縁となって、本校同窓会が益々充実することも企図しております。

これら諸事業に御協力いただいた多くの方々に、衷心より御礼申し上げるとともに、母校の一層
の御発

展を祈念申し上げ、記念誌発刊のお祝いの言葉といたします。
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第 1代 杉原九郎先生   第 2代 湯澤徳地先生  第 3代 樋口安―郎先生 第 4代 中曽根都太郎先生 第 5代 高見勘次郎先生

第 6代 長岡禎利先生   第 7代 小林熊光先生   第 8代 平野武夫先生   第 9代 狩野道美先生   第10代 井関 保先生

第11代  小池 な先生   第12代 竹園 一先生   第13代 飯塚二郎先生   第14代 梶原堅二先生   第15代 水穴再喜先生

第16代 佃 和朋先生   第17代 原  弘先生  第18代 八高 進先生   第19代 荒井英一先生
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敷地建物配置図

(「県庁保存文書」大正 9年 )

渋川町有志による中学設立請願
(大正 8年、上毛新聞)

すフ Jデ
汁

渋中設置、生徒定員の告示
(大正 9年 3月 、県報)

生 徒 募 集
(大工 9年 3月 県報 )

設立準備会合の所

渋川銀行 (大工 3年 )

創立当時間借 りの渋川小学校
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おもかげを伝える門柱

合格発表 (昭和52年 )
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夜の校舎 (昭和54年 )

修学旅行 (定時制)
マラソン大会 (昭和55年 )





3学年職員 (昭和55年 )

山岳部 (昭和55年 )
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休み時間の思い出

授業風景 (昭和56年 )

ン′イ(

Ⅲ繰 二韓

虫

榛 嶺 祭

体 育 祭

」RC(昭 和55年 )

野球応援風景 (昭和56年 )

入 学 式 (昭和57年 )

体 育祭 (サ ッカー)

仮装行列

性

， 鞠 電舎

クラス写真 (昭和57年 )

一-103-

撃監

ヽ

電

、

●

′ 倉
'

ｒ
‐

法ケ
Ｐ
，
一 社″
こ言FI!と

'‐

lJ日 |

→

f

●
歩

,|

ヽ
―    ト

Ｌ
Ｆ
，

射
任ゴ
″

・鵞
主

ヤ　
ヽ
４



す島f穂 縄| iデ亨・懇ど鵜 .

3学年全体 (昭和58年 )

入 学 式 (昭和58年 )

クラス写真 (昭和59年)

謙 硼

犠

~4・
´

授 業 風 景

-104-―

体 育 授 業 榛 嶺 祭 夏の野球大会勝ちゲーム 修学旅行風景
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スキー教室 (片品スキー場)
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平成元年 開校記念講演 永井 恒司氏
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合格発表 (平成2年 )

渋,11高等

入学式 担任紹介

高校総体入場行進

■

体 育 祭

ダ

授業風景

授業 風 景

一

&

登と|

Ｆ

≡ｔ

i

ド

戸
i負
ラガ

雲

∴

! う
と――

平成 2年 開校記念講演 馬場宏二氏

― ■3-

了 1上

ヽ
．

程

猛
滝

→

―

・
Ｉ

・

島

伊

田

一酎
ｒ

、
い　
　
．　
．



IX

・   ■
セ 辛

::二二_!ri_三マ_ ___二‐員
―

「

rI I: _r 堰閣
‐      ¬

・

-1

i|

'||「  ミ 口
I

〕́

「口F日日
ロロ営:~                                  1ロ

ロEEEttH日日傾日旧日日日日ロロロHE日|!E日日ロロE!口

|!′

L
ヽ
■ |

i: を

露と

IBI率
r~  ~「 ~~!

O

●  Ⅲ監

ち
や

ヽ
|

氏・

″

=ユ
■工・i

一轟
,

盾 rマ

‐ヽ

=

■tt Ч
「
:二
_Ч

爾 藝 ∬

全日制全職員・生徒

全

塙

制

職

ミ

ヘ
平

成

ミ
年

）

定
時
綱
離
身

盆
Ｔ成

多
年
）

二
寄

十
~~~~: '

導

章

苺

ミ

r



し

中 H四 園 圏 コ麗隠こ麗置
嘔爾 閾 殿

J―一

』LL T』■:′曜懸



【70年のあゆみ】

群馬県立渋川高等学校略年表
1920年～1990年

大正 9年～平成 2

月 国内・外関係
本 校 関 係

月  日
年 代

金井発電所完成

ソブィエ ト ソヴィエ ト社会主義連邦
の樹立を宣言

寄宿舎落成 済美寮と命名11. 15

月月  日 本 校 関 係 国内・外関係年  代

渋川高女等 6校県立移管

前橋市立工業学校創立

中国各地の排日運動最高潮に達する

有島武郎情死

関東大震災

山本権兵衛内閣成立

戒厳令施行

朝鮮人問題起こる

甘粕大尉大杉栄らを殺害

内閣に普選準備調査委員会設置

戒厳令停止

山本内閣総辞職

船頭小唄ヒットする

6

7

9

1

4

5

校内武道大会 この年から開始
父兄会

杉原校長退職

入学試験 今年度から中学校は同一期日
第 2代 湯沢徳治校長赴任 寄宿舎開寮
本校舎西側に平屋 1教室増築並びに特別教室落成

第 3回創立記念式 マラソン競走 (10キ ロ)
全校榛名登山

洋服を制服と定める

奉安殿落成 全生徒八幡宮参拝

教育勅語奉戴 (校長県庁
へ)

匡後緩夏墓較曇 で人最低15銭の伝達

拿箭管露気宏量暮 相馬ヶ原ヘカノン砲実弾射撃見学

御真影奉戴式

１

２

３

３

４

４

４

５

５

５

　

７

９

９

２５

１

‐６

‐９

１

２

２０

１２

２‐

３０

　

１７

３

４

10

11

12

20

12

21

正12年

5

5

6

7

8

11

4 前商、渋女、吾女開校

上野公医lで最初のメーデー

第14回衆議院選挙

最初の時の記念日

渋川豪雨に襲われる

伊香保大火

第 1回国勢調査実施総人口7,698万

カリフォルニア州議会排日

群馬県告示第54号をもって群馬県立渋川中学校設立を公布

初代 杉原九郎校長赴任
入学試験「国語、地理、理科」
″  「算術、作文、歴史」
午前体格検査、午後口頭試間、即日合格発表

群馬県渋川町立渋川小学校仮校舎に消いて入学式

授業開始 (合格者50名 、聴講生 2名 計52名 )

本校舎生徒控室 (雨天体操場)付属建物竣工移転
テニスコートの設置行う

本日より洋服着用の者あり

帽子に白線をつけることを命ず

帽子徽章到着、生徒の貸与に当たり学校長訓示

榛名山遠足

八幡宮参拝

水沢山遠足

妙義山修学旅行

教育勅語発布記念式

天長節拝賀式

明治神官追拝式

本校敷地で地鎮祭挙行

渋川小学校運動会に参加

大正 9年

(1920全F)

１

２

２９

８０

３‐

１

８

１

９

１０

１０

１０

‐Ｏ

Ｈ

Ｈ

ｌ２

３

　
３

　
４

　
４

　
４

　
４

　
４

　
４

　
５

５

Ｈ

ｌ４

‐５

‐６

２０

２６

２７

６

１

　
３

　
４

　
８

1

４

　

　

　

７

　
７

11

11

12

原敬首相暗殺される

高橋是清内閣成立、大渡橋開通式

ワシントン会議で日英米仏調印、日票

同盟廃棄            :

学則改正中学授業料 2円 80銭を 3円 Fl

官立大学 。高等学校の入学期を 9月裏
ら4月 に改正          |
中国共産党結成         i
上越線開通式、渋川一高崎間片道36錢

大正10年

(1921年 )

12.  2

４

２

２７

２８

　

２８

Ｈ

‐２

２

４

４

７

　

８

９

１０

午前中御蔭の松まで遠足

始業式

新校舎にて開校

修学旅行 (2年生)浅間山登山

修学旅行 (1年生)赤城山登山
電話入る 番号120番
前橋へ修学旅行

校長公舎落成 (県下最初の校長公舎)

憲政擁護国民大会 イギリス、ソ連を
承認

学則改正 授業料県内外同額ヘ

県立榛名公園発足

沼田実女県立移管

高崎市立実践女学校開校

第15回衆議院選挙

清浦内閣総辞職

加藤内閣成立

築地小劇場開場

メートル法使用始まる

実施

止信電鉄開通

第 1回明治神宮競技大会開催

東京放送局設立

内務司法省 治安維持法案発表

米国排日法

清浦内閣成立

皇太子御成婚

1

7

5

6

11

12

賀葦硲学懲墨亀昌経摂濯亀毬畠罠体育館)
皇太子御成婚祝賀式挙行

額葦否周今霊恋式 生徒学芸発表会・運動会

5年生関西旅行 ～10日

逸象告壁下
桐
霊象盪
足
粘土入れ工事終了

第 2回生徒召集日 校庭南側に芝張り
全校子持山登山

4・ 5年生相馬ヶ原の攻防演習を参観

赤城登山 18日午後 4時30分帰校

第 1回体育デー (競技会)

初雪30cn 雪中行軍並びに雪合戦実施

２‐

２０

途

１７

３

２３

８

９

１０

１０

Ｈ

ｌ２

1

1

1

８

１０

２６

１

‐９

4

30

４

　
４

　

　

　

５

　

　

　

６

大正13年

(1924年 )

ムッソリーニ、フアシ
スト党独裁宣言

群馬水平社創立

東京放送試験放送開始

量呂最罠桧爽婁移乙落岡間飛行郵便成
功

普選法公布

1

3

4

5

4・ 5年生学年試験終了 予餞会
第 1回卒業式 式後謝恩会

始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
5年生関西旅行 (～ 5.2)
配属将校就任

大正14年

(1925年 )

2

3

４

　
４

　
４

　
５

２‐

２

　

　

１

２０

２６

５

３

　
３

　
４

6

6

6

7

7

9

10

全国水平社第 1回大会 (京都)

平和博覧会開催

治安警察法改正

(婦人の政談集会を許可)

加藤友三郎内閣成立

対ロシア非干渉同盟成立

政府10月 までにンベリア撤兵を宣言

帝国ホテル完成

日本共産党非合法成立

渋川実女、高等女学校に昇格

伊太利にムッソリーニ内閣成立

大正11年

(19224F)

3

3

４

２９

10. 30

４

　

５

１

　

２

父兄懇談会

11年度から10学級定員500名 となる

富士登山 (3年 )、 浅間登山 (2年 )、 赤城登山 (1年 )

平和博覧会見学、甥治神官参拝、動物園見学

学制頒布50年式典挙行

始業式

榛名湖修学旅行

― ■8-
― ■9-



月 国内・外関係年  代 月  日 本 校 関 係本 校 関 係 月 月  日国内・外関係
好 代

４

　
４

　
５

１

　
２

　
２

8

8

8

０

　
０

　
４

１

　
２

　
２

11.11

11

11

13

17

同窓会評議会で佐藤次郎胸像建設決定

開校記念日マラソン新記録樹立者に学校メダルを授与する

桐生工高主催近県中学校競技大会第 3位

小栗選手個人優勝杯獲得

県下中等学校陸上競技大会で優勝

県下師範学校中等学校剣道大会で優勝

県下中等学校連合武道大会柔道第 2位

3年生以下、大演習御統督のため行幸された今上陛下お道
筋奉迎
3年生以上大演習拝観
4年生 5年生御親閲拝受 (乗附練兵場)

5

6

7

8

8

8

9

10

11

11

11

12

東郷平八郎死す (6月 5日 国葬)

文部省に思想局設置

斎藤内閣、帝人事件で総辞職
第 1回佐藤次郎杯大会 (県 )
レコード検閲制度実施 出版
則公布
ヒットラー総統に就任
ソ連国際連盟に加入

中国共産党西遷を開始
ベーブルースらアメリカプロ野球
ム来日

湯川秀樹、中間子仮説発表

陸軍夫演習 (県 )

丹那 トンネル開通式

1

2

2

４

　

４

6

7

7

7

9

9

9

10

11

広田内閣総辞職

文化勲章令公布施行

施行令改正で、徴兵検査の合格の基準
を緩和

防空法公布

第20回総選挙 (民政党179,政友会175

社会大衆37)

第 1次近衛文麿内閣成立

日中戦争起こる

文部省に教学局を設置 (思想局廃止)

陸軍諸学校志願者殺到 (県 )

戦時経済体制へ移行

防空演習始まる (県 )

国民政府 国共合作を宣言
国連総会、日本の行動批難決議

日独伊防共協定成立

5年生修学旅行 (～ 8)

4年生以下遠足
第 1種の課外運動は、徒歩・自転車 1里以上通学者は免除

することを決める

火・土放課後課外運動を行うこと (2種は授業)

明治神官体育大会 庭球部出場

南京戦勝祝賀旗行列

卒業式 (77名 )

終業式

始業式 入学式
開校記念日

4

３

　
３

　
４

　
４

　

　

　

５

　
５

　
５

　

　

　

６

３

２４

５

２０

　

１

４

２０

12.11

10. 29

昭和10年

(1935年 )

２

３

３

４

４

７

９

９

　

‐０

８

４

２４

４

２０

２４

８

２９

　

２０

　

５

‐９

11

11

同窓会佐藤次郎胸像を校庭に建設することに決定

卒業式

終業式

始業式 入学式
開校記念日 マランン大会
佐藤次郎胸像除幕式 (帝展の吉田久雄氏制作)

県下中等学校陸上競技会800m継 走第 2位
中等学校明治神宮庭球大会予選に優勝

本国より8日 まで各学年ごとに野外演習
全校野外教練 ～20日

堆肥舎を構築

2

４

　
４

　

　

　

９

　
９

青年学校令公布

美濃部達吉不敬罪で告発される

県下各地に青年学校開校
21～26 県下大風水害
死者218、 負傷190、 行方不明39

関東地方大豪雨 (気象台倉J始以来
録)

天皇機関説問題化
¬

‐卿

！

2

3

11

４

　
４

　
４

　
５

　

　

　

７

7

7

10

兵役法改正 (学生の特典廃止)

揮発油・重油の販売に切符制実施

国家総動員法公布 (5.5施行)

区「民健康保険法公布

燈火管制規貝J実施

文相、学生の勤労作業実施通達

閣議、オリンピック東京大会、万国博

開催の延期発表

男女の服装統制を通達

産業報国会創立

閣議、国際連盟との協力終止を決定

近衛首相、東亜新秩序建設を声明

第14回同窓会総会

県下スケート大会1600継走第 1位

卒業式 (80名 )

始業式 入学式
相撲部を新設

開校記念日

職員生徒の寄金で奉安倉庫を設備 (校長室)

愛国青年体育大会において早駈け競走の部優勝

県下中等学校相撲大会において相撲部優勝

県下中等学校陸上競技大会において総合優勝

5年生修学旅行 (～ 21)

4年生以下遠足

13年

)

１

２

３

４

４

４

４

　

５

５

10。  23

10. 29

４

６

２

５

６

２０

２‐

14

21

兵役法改正公布 (兵役長期延長)

文部省、大学の教練必修とする

入試に筆記試験を緩和 (県 )

青年学校義務制となる

米穀配給統制法公布

ノモンハン事件起こる

「青少年学徒二賜ハリタル勅語」下員易

米国、日米通商条約の破棄を通告

平沼内閣総辞職

ドイツ軍ポーランドに進撃

(第 2次世界大戦始まる)

全国中学校の入試廃止

３

　
３

　
３

　
４

４

　
５

　
５

　

　

　

７

8

9

9

昭和11年

(1936年 )

３

　
３

　
３

　
４

　
４

　
４

　
４

　
５

　
５

　
７

８

６

２４

４

２０

２‐

２５

２

９

２０

9

9

４

　
８

　
１

6

15

10

10

11

スケート選手権大会 2,000m継走第 1位

卒業式 (42名 )

終業式

4年生以下遠足

耐熱行軍、生活訓練期間 (10日 間)

5年生赤城裏開墾 (～28)

4年生赤城裏開墾 (～ 30)

始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
5年生修学旅行 (～ 6。 1)

卒業式

本校舎補強工事終わる

終業式

始業式 入学式
開校記念日

県下中等学校 青年団対抗駅伝競走
開校記念 マラソン大会
5年生修学旅行 (～ 9)
4年生以下遠足
全校一斉野外教練

県下連合庭球大会

防空演習のための説明会 (爆弾、焼夷弾、毒ガス等につい

て)

県下総合射撃大会

県下中等学校陸上競技大会

県下中等学校武道大会に消いて優勝

第 4位

ヽ
■
　
つ
る
　
つ
と
　
つ
と
　
つ
０
　
つ
Ｏ
　
　
　
　
刀
生

５

　

　

　

７

　
７

　
８

　

　

　

９

　
９

(1939年 )

14年 ２

３

３

　

４

４

５

　

６

７

７

７

２４

　

５

２０

２７

　

１

‐５

２６

２８

5

ロンドン軍縮会議から脱退を通告
三菱木炭自動車の製造を開始

第19回総選挙
2.26事件 翌日戒厳令布告
内務省メーデー禁止通達

石油統制販売会社設立

古賀良彦、 レントダン

陸海軍大臣現役制復活

2.26事件軍関係者に判決

戒厳令解除

第11回オリンピックで日本水上 4

と3段跳びに優勝
群馬県防空大演習
フランコ将軍スペイン国家

ルーズベル ト大統領に再選

新国会議事堂竣工

日独防共協定
ワシントン条約失効

独伊枢軸成立
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年  代 月  日 本 校 関 係 月 月  日 本 校 関 係 月国内・外関係

10. 28 県下武道大会

11

11

12

徴兵合格に第 3乙種設定

震鎗々来茂晶恣爺響感雪上禁止

(内申書、口頭試問、身体検査とす
10. 14

12.8

冬服特別配給、靴の配給20足ある予定

大東亜戦第 1周年記念式 加重20粁行軍 12

10

11

11

４

　
４

　

５

　
６

１

７

８

２３

3. 1

12.  8

7. 29
9. 13

10,7

3年生 。5年生防空濠掘 り
佐藤次郎胸像戦時物資として供出

千草を供出

全校重荷行軍

卒業式

渋川中学校後援会会只Jなる

第 7代 小林熊光校長赴任
大詔奉戴日 全校行軍
全校勤労奉仕作業 (～ 29)

3

４

　

　

　

５

　
６

6

7

9

10

11

11

12

昭和15年

(1940年 )

943年 )

好 代

(1

師範学校を官立とし、専門学校と同程
度に昇格、教科書を国定化
山本五十六戦死

アッツ島日本軍守備隊玉砕
閣議、学徒戦時動員体制確立要綱を決
定

朝永振一郎、超多時間理論を発表
女子学徒動員決定 (14歳～25歳 )
イタリア無条件降伏

東条内閣改造

国民兵役45歳まで延長
マキンタフラ両島の日本軍守備隊玉砕
文部省、学童の縁故疎開促進を発表

○この年野球用語、バス用語は日本語
に。「ストライク」は「よし一本」「ア

ウ ト」は「ひけ」、「バ ック」は「背

背」となる

・１

　

３

　

３

　

３

　

４

　

４

　

４

　

５

２８

２

２３

３‐

５

８

２０

１

10. 21

9. 13

県下スケート競技大会継走第 1位
卒業式

終業式

告示160号により15学級750人 となる
始業式 入学式
自転車置場整理

露綴屠翁

日 午後慰霊祭 同窓会総会

5年生修学旅行 (～ 8)

響Z夢睾雪き遥
大会において優勝(桐生)

督雫雷撃§雇ゑ嚢行響

神作興詔書記念日

本館東側 2階建 4教室、西側 1教室増築落成、祝賀会

校舎増築地鎮祭

校舎増築上棟式

７

９

９

‐０

３

　
３

　

　

　

４

　
４

　

　

　

５

　
５

　
６

　
６

10

11

11

初のアルミ質10銭鋳造決まる
義務教育費国庫負担法公布

2600年奉祝武道大会 (県 )
米 。みそ・マッチなど切符制となる

東京市、外米 6割混合米配給
前橋で米キップ制はじまる

事ヨξ
下?ξttΣ造ゑ琴費響焦資♀

第 2次近衛内閣成立
日本軍北部仏印進駐
日独伊 3国軍事同盟成立
県内新聞を上毛新聞に合併 1県 1
なる

大政翼賛会発会

恋晃盆扁星冥憂雪倉命客竪丹
実施

昭和16年

(1941年 )

1

3. 3

７

　
７

　

　

　

９

4. 6
4. 10

4. 19

６

　

　

９

，

７

１

　

　

２

２

■
　
　
‐２

‐２

学校報国農場鍬入式
繊維植物採集事業に協力

興亜記念日 校庭西南に災焼きがまを作り製炭開始

連合演習 (～ 17)

戦勝祈願をかね、護国神社往復
非常召集訓練

卒業式

入学式

第 6代 長岡禎利校長着任
開校記念日、校内狭窄射撃会

３

　
３

　

　

　

４

　
４

　
４

　
５

　
６

　
６

　
７

　
７

　
７

10

11

11

12

12

国民学校令公布 (小学校を改組)
国家総動員法改正公布 (政府権限の
幅拡張)

国民学校発足

第 5期国定教科書使用開始
日ソ中立条約成立
東京で煙草 1人 1箱売り厳守
米の配給 2合 1勺 となる (県 )
独ソ戦争起こる

中学校の制服を国防色に統一 (県 )
県外の遠征試合禁止 (県)
米英、日本在外資産の凍結令布告

東条内閣成立

大学・専門学校修業年限 6か月短縮
学生の勤労動員始まる
太平洋戦争勃発
決戦下除夜の鐘廃止 (県 )

(1944年 )

19年 1

６

　

　

　

７

　
７

　
７

　
８

　

　

　

９

10

10

10

11

学徒勤労動員は年間 4か月継続して行
うことに決定

東京 。名古屋、強制疎開実施

○軍事費国家財政の85%に達する

中国基地の米軍B29爆撃機初めて北九
州を空襲
サイパソ島守備隊玉砕

大都市からの学童集団疎開始まる

東条内閣総辞職 。小磯内閣成立

閣議 1億総武装決定 (竹槍訓練など始

まる)

大日本戦時宗教報国会結成

米機動部隊沖縄総攻撃

満17歳以上を兵役に編入

神風特別攻撃隊編成

B29東京初空襲
○この年「硫黄マッチ」出現、「予科

練」「同期の桜」「ラバウル小唄」など

流行

３

　
３

　
４

　
４

　
４

２４

２８

５

１８

２０

9

9

１

２２

10. 20

8. 20

7. 16

8. 11

１

２５

２６

１

　
２

　
２

入学考査～23日 第 1日 (運動機能、体格体質検査)
第 2日 ～ 4日 (口頭試問)

同上合格者発表

卒業式 5年 96名  4年 134名
入学式 (168名 )

戦時非常措置、教科書配給不足につき校長注意

開校記念日 マラソン大会 勤労奉仕出勤のため中止

草刈作業並びに堆肥作成作業 (全校)

荷重行軍検定実施 (学校一平田一野良犬一陣場一有馬―

学校)

農繁期勤労奉仕作業開始 (25日 間)

黄銅製品等不急品供出

生徒に防空頭巾を携帯するよう伝達

行軍 (1・ 2年生子持村)

ノー ト配給

家庭勤労期間 (～ 18)

昭和17年

(19424F)

7

8

1

21

9. 18

姥

‐８

２４

‐８

２２

卒業式 (卒業記念品は今回より中止)
昼夜とも空襲警報発令 夜は舎生交替で警備に当たる
開校記念日 マランン大会
増産のため、校庭斜面に大豆等をまく
学徒記念日行軍

靴の配給

炭焼ガマ小屋の構築作業開始

グライダー渋中 1号を購入

昭和20年

(1945年)

１

　

２

31

10

電休につき全校休業
アルミ製品など緊急供出

1

2

2

東海地方に大地震、1961名 死亡

米艦載機1200機、関東各地を空襲

米軍機太田空襲

衣料に点毅切符制実施
東京に初の空襲警報発令
米空軍本土初空襲
第21回総選挙 (翼賛選挙)
金属回収令により、寺院の仏具
強制供出を命ぜられる
ミッドゥェ_海戦

内務省、 1戸 1か所の簡易避難所を
るよう奨励
閣議で中学の学年は 4
大学・高専の卒業期を 9月 に繰上げ

国内 。外関係

朝鮮総督府、朝鮮青年特別錬成令制定
関門 トンネル開通
日本文学報国会「愛国百人一首」の選
定発表
ニューギニアのバザブアの日本軍玉砕
この年「欲 しがりません勝つまでは」
の標語流行
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月 国内・外関係本 校 関 係月  日年  代 月  日 本 校 関 係 月 国内・外関係

大水害翌日授業中止

勤労奉仕 (水害復旧)

運動会

学生大会 (頭髪の自由、級会民主化)

9

9

。15

24ハΨ27

. 26

.8
10

12

‐８

２０

１５

２‐

２３

２３

６

１０

１９

２８

‐１

２４

２５

‐７

６

６

８

８

８

９

１０

１０

‐０

‐０

■

‐１

１２

‐２

４

　
４

　
４

１

５

２９

3. 10 本校14教室を中島飛行機学校工場として使用することに決

定 (2712工場)

本校第 8代 平野武夫校長赴任
始業式

天長節挙式

通年動員学徒学校工場受入式

農繁期勤労動員第一日

正午天皇陛下の放送を一同拝聴

学校工場閉鎖の指示

詔書奉読式

秋季皇霊祭

遠足 (1。 2年水沢方面、 3・ 4年子持方面)
実務科修了証書授与式

全生徒に甘語の配給

大運動会

県下体育大会にて優勝
ドングリ採集各自家庭において実施

本日より臨時休校 (食糧難と交通事情による)

修身日本史の授業廃止

３

　
３

　
３

　

　

　

４

　
４

　

　

　

５

　
６

　

　

　

８

　
８

　
８

　
９

B29東京大空襲 (9日 )
観音塚古墳発掘 (避難壕構築中
国民学校初等科以下の授業を 4
1年間停止

鈴木貫太郎内閣成立
ヒットラーベルリンで自殺

ドイツ軍連合軍へ無条件降伏
沖縄守備軍全滅

広島に原子爆弾投下

長崎に原子爆弾投下

終戦の詔勅

降伏文書調印

月

サマーかイム実施

第 2次吉田内閣成立

帝銀事件

芦田内閣成立

10

5

1

3

新制高校についての説明指導

PTA発足
終業式

学制改革により群馬県立渋川高等学校となる

開校記念日 マラソン大会
ステージ祝賀会 徽章バッジ、ボタンの制定
5日 制実施

北毛地区大会 (沼高)

県体育大会 (卓球、庭球、排球)

県下陸上競技大会

定時制 2学級 (定員400名 )と して認可

定時制願書受付

佐藤次郎杯大会

定時制入試

定時制合格者発表

定時制大会入学式 (58名 )

定時制授業開始

運動会

同窓会総会

２４

３０

２４

‐０

２０

２５

２４

２９

”

‐１

３

１７

２３

２９

３０

１

１８

３‐

２‐

ｈ

ｉ

３
．
４
．
４
．
生

５
．
５
．

・
４

８
．
９
．
９
。
９
．
９
．
９
．
１０
。
１０
。
‐０
．
‐１
．

年 )

1

2

4 1ドル360円 の単一為替 レー ト設定

湯川秀樹ノーベル物理学賞受賞

お年玉つき年賀はがき新発売

法隆寺金堂火災

第 3次苦田内閣成立

新制高校第 1回卒業式

終業式

始業式 (全定)

入学式 (定新入生108名 )

開校記念日 マラソン大会
第12学年修学旅行実施 大島・伊豆方面
第10学年、第11学年遠足

北部地区体育大会 (於 :本校)

全学年高原体育学校

全定共催運動会 佐藤次郎杯庭球大会
日本美術文化史展見学

定時制遠足 (1年生榛名、 2年生妙義)

スケー ト大会

(1949年 )

1 . 15-16

‐４

２４

５

Ｈ

２０

”
２８

２８

‐６

‐６

２６

６

４

５

７

１０

１０

Ｈ

３

　
３

　
４

　
４

　
４

4

昭和21年

(1946年 )

８

　
８

　
９

　
２

　
６

●
る
　
０
る
　
０
る
　
１
■
　
つ
う

７

９

９

‐０

‐０

10. 26-30

11.2
11. 22

12.  8

１

　
２

　
３

　
４

　
４

　
４

１

　
１

　
２

　
１

　
２

　
２

9-116

6 20ハΨ

農場麦踏み

御真影奉還

卒業式

始業式、新 5年生は4月 中家庭学習
開校記念日 (全校遠足)

第18回同窓会

農繁休暇

農繁休暇

北毛地区中等学校体育大会

県下陸上競技大会

県下排球大会

近県中等学校競技大会

運動会

農繁休暇

新憲法公布を迎えて校長訓話

秋季校内球技大会

同窓会

10

1

4

5

11

11

12

12

文部省男女共学を指示

第 1回国民体育大会
日本国憲法公布

学校給食開始

文部省 6。 3,3教育体制決定を発表

天皇人間宣言

プロ野球復活

吉田内閣成立

年齢を満で数えることとなる

1,000円 紙幣発行

朝鮮動乱消こる

金閣寺放火で全焼

1

6

7

2 . 28

3. 16

3. 20

4. 1
4. 6
4  10

4. 19
4. 20

4. 21

4. 28

5. 19

6. 5
6 . 16ハΨ18

7. 11
9. 6
9. 14

映画「忘れられた子等」見学

卒業式

終業式

第 9代 狩野道美校長赴任
始業式

入学式 (新入生 209名 )

定時制入学式 (112名 )

開校記念日

マラソン大会

同窓会総会

1・ 2年生遠足実施 (神津牧場)

北部地区体育大会

唇畜資

口
子同窓会・校友会合同会議 (30周年記念行事の件)

映画「きけわだつみの声」見学

映画「宗方姉妹」見学

(1950年)

昭和22年

(1947年 )

26ハ▼30
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３

３

３

４

４
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５

５

５
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７
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３

４
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23ハV30６

　

７

1 . 31 ゼネストにつき全校生徒に説明 '質疑応答

ゼネスト中止に関しての説明

卒業式

終業式

新学制について父兄会

始業式 (本年度入学者なし)

開校記念日 マラソン大会
憲法施行記念日

記念庭球大会、県下体育大会

記念排球大会

賀川豊彦氏講演

子持山遠足

農繁休暇

高原体育学校

1

3

8

４

　

　

　

５

　
５

マッカサー 2.1ゼ ネスト中止
声明発表

教育基本法、学校教育法公布

6,3・ 3・ 4制教育の実施

古橋水泳400m自 由型に世界新

命旬

新憲法施行

片山内閣成立

-128- -129-―



月 国内 。外関係本 校 関 係月  日月月  日 本 校 関 係年  代 国内・外関係 年 代

11

10. 6-8
11. 26

創立30周年記念祭

映画「長崎の鐘」見学 レッドパージ
6

8

２

　

２

英国エリザベス 2世戴冠式
日本テレビ本放送開始 (民放初)

奄美群島 日本に復帰
NHK紅 白歌合戦 初放送

5。  25

9. 13

9。  23

10. 25

11, 13

12.  2

12. 6

柳田謙十郎氏講演

佐藤次郎杯大会

県下英語分論大会 (於講堂)

校内対抗競技大会

校内対抗競技決勝戦実施

全国高校駅伝競走県予選

北毛地区大会 (於沼高)

昭和26年

(1951年 )

1 . 22

3. 13

3. 19ハ∀20

3. 23

3. 31

4. 1
4. 2
4. 6
4. 10

4. 14

4. 20

5. 9
5. 18

5. 26

6. 22

6. 30

7. 9
8. 5

５

２０

１６

２

駅伝優勝報告会

卒業式 謝恩会
全日制入試

終業式、全日制合格者発表
ピアノ購入

全日制12学級定員 600名、定時制 8学級定員 400名 となる

NHKテ レビジョン実験公開見学 (前橋支局)
始業式

定時制入試 能力別学級編制実施
定時制入学式

開校記念日 マラソン大会
地区大会にて本校総合優勝

1・ 2年生遠足 (宝川、谷川温泉方面)
ピアノ購入披露音楽会

貞明皇后葬儀実況放送を拝聴

渋高新聞創刊号発刊

庭球部県大会優勝、宇治山田大会に出場決定

第 6回佐藤次郎杯大会

応援歌発表会

全定共催第31回運動会

遠足 (1年軽井沢、 2年日向、 3年妙義方面)
本校チーム県駅伝大会に優勝、全国大会出場決定

3

9

「やまびこ学校」干J行され綴
の関心高まる

対日平和条約調印

日米安全録障条約調印

コ
方教翼
】

3

9

12

米国 ビキニ水域で水爆実験
第五福竜丸被災

青函連絡船洞爺丸 台風15号で座礁転
覆 死者行方不明1155人

第 1次鳩山内閣成立

県下高校対抗スケート大会で 3連勝

卒業式

入学考査 英語入試科目となる
終業式 合格者発表
始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
寄宿舎と食堂を柔道場に改造はじまる

定時制 3年 自転車旅行 (埼玉・三峰神社)
佐藤次郎胸像再建

補導室新設

赤痢予防のため上郷堤における水泳禁止

東日本初等中等理科研究集会本校で行われる

学校産の小麦分譲を決定 (1升 40円 )

佐藤次郎杯争奪庭球大会

秋季大運動会

佐藤次郎氏胸像除幕式

甘藷の配給を決定 (一貫匁50円 )

映画鑑賞 (二十四の瞳)

2. 21

3. 12

. 19ハ V20

3. 24

4. 6
4. 20

5, 1
5. 2
5. 31

6. 5
7. 5
9。  15

9. 20

9. 26

. 14′
‐V15

11.  7

11.8
11。  17

3

0

(1954年 )

昭和27年

(1952年 )

3. 12

3. 20ハΨ22

3. 24

4. 7
4. 19

5  24

1

1

１

　

２

7

10

10

11

11

11

11

12

10

19

21

10

15

21

30

6

校歌制定記念音楽会

自治会、生徒会と改称 会則成立役員選挙

卒業式

全国制入試

終業式 全合格者発表
始業式

開校記念日 マラソン大会
北毛地区大体育大会 (定時制バスケット部優勝)

県下柔道大会

大運動会 (全定合同)

増改築地鎮祭

立太子礼祝賀式

県下高校柔道大会

全校生徒遠足 (日 展見学)

高校マラソン大会 (全国制 4位
新校舎上棟式

定時制 9位 )

10

2

4

5

5

英女王エリザベス 2世即位

日航機 (木星号)三原山に墜落

メーデー事件

白井義男世界フライ級選手権で初め
チャンピオン

第 4次吉国内閣成立

髯
終

11

6

8

初のアルミ貨 (1円 )発行

第 1回原水爆禁止世界大会

第 3次鳩山内閣成立

県下対抗スケート大会で 4連勝

卒業式

入学試験

修学旅行

始業式

入学式

開校記念日 マラソン大会
生徒会主催 旧 5市一周自転車旅行
定時制修学旅行

同窓会総会 (於伊香保油屋)

北毛地区大会

放送設備完成 放送開始
定時制生徒会機関誌 STニ ュース発行
県文教常任委員会視察

佐藤次郎杯庭球大会

映画鑑賞 (白い神々の座)

第 1回北毛地区定時制体育大会

体育祭 文化祭
遠足

北毛地区球技大会

昭和30年

(1955年 )

2. 13

3. 10

3. 18ハΨ19

4.  5～ 12

4. 6
4. 7
4. 22

4. 29
5.  6-10
5. 21

5. 22

6. 1
7. 1
7. 18

8. 14

9. 5
9. 9
10. 22ハΨ23

10. 29

11.13

第 7回冬季オリンピックで猪谷千春

第 2位
1

映画鑑賞 (ビルマの竪琴)

体育館建設促進委員会

3年生修学旅行
始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
英語部誌ARROW創 刊

昭和28年

(1853有F)

1

2

１

２２

４

　
４

　
４

　
５

１

６

２０

９

3. 12
3. 19ハV20

3. 19

全日制15学級 定時制 8学級となる 6日 制に復帰
始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
新校舎落成記念式

水沢初登山

本校チーム関東駅伝に出場

卒業式

入学考査

3年生修学旅行出発

2

3

4

5

NHK、 東京地区でテレビの
始

衆議院 吉田内閣不信任案可決
(バ カヤロー解散)
ヘルシンキオリンピック大会

山田敬蔵 ボストンマラソンに優勝
イ

第 5次吉田内閣成立

本放送虜

昭和31年

(1956年 )
２２

２７

”

６

２０

04 5

９

〕

２

　

，

４

４
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月 国内・外関係本 校 関 係年  代 月  日 本 校 関 係 月 月  日国内・外関係 年 代

5。  13

5。  19

5. 26

6. 16

7. 8
7. 14ハヤ16

9. 1
9, 5
9. 30

10. 14

10. 20ハΨ21

10. 26

11.21
11. 23

11. 25

12.  3

12. 23

自転車旅行

北部地区大会 (於中之条高校)

県下高校体育大会

映画鑑賞 (南極の秘境)

県高校柔道大会で優勝

2年海水浴
定時制弁論大会

PTA臨時総会 (体育館建設資金について)
北毛地区大会

定時制北毛地区大会

文化祭

遠足 (3年吾妻耶山 2年赤叛山 1年榛名山)
同窓会 東京支部総会
第 1回渋川地区高校演劇連盟発表会

県下高校駅伝

体育館解体工事開始

定時制北毛地区学芸大会・生活体験発表会

5

5

11

12

第 1回柔道世界選手権大会 夏
日本登山隊 マナスル初登頂

アイゼンハワー米大統領に再選

国連総会 日本の加盟を可決

カストロのキューハ革命
メートル法実施

第 3次南極観測隧 放置されたカラフ
ト犬の生存確認

台風15号中部地方を襲う 死者5041人

皇太子御成婚

1

4

9

北毛地区高校親善柔道大会

2年スキー荻室 (於大穴)

1年スキー教室 (於大穴)

卒業式

映画鑑賞 (いたずら 鉄道員)
始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
映画教室 (私は貝になりたい コタンの口笛)
生徒会自転車旅行

北毛地区大会

映画教室 (野ノミラ)定時制長縛サイクリング

定時制大峰山ハイキング

定時制北毛地区大会 (全種目優勝)

佐藤次郎杯庭球大会

体育祭

定時制運動会

11月 祭

定時制柔道部県大会で優勝

演劇教室 (ヴェニスの商人)

定時制県学芸大会に福田武君優勝

水沢登山
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１０

・
Ｈ

‐２
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1. 1

l昭和34年

(1959年 )

昭和32年

(1957年 )

10.  5

10. 23

10. 26

11.6
11. 10

13

9ハ∀203 1

っ

０

　

　

　

・

　

力

■

　

刀

４

　

カ

４

　

オ

仕

　

Ｅ

υ

　

食

υ

　

ウ

‘

　

７

１

6

8

9

20

17

14

2

16

卒業式

入学試験

始業式

入学式

新校旗制定樹立式

開校記念日 マラソン大会
北毛地区大会
バレー部関東大会に出場

小原国芳氏講演

体育館落成式

中曽根康弘氏講演

体育祭

遠足 (3年妙義 2年赤城山
渋高赤十字結成式

柔道県下大会 (於講堂)

1年大峰山)

1

2

８

１０

１０

12

相馬ヶ原でジラード事件

岸信介内閣成立

第16回オリンピックメルボルン大会

東海村で原子炉に原子の火ともる

5千円札発行
ソ連人工衛星スプートニク 1号打
に成功

百円硬貨発行

11

12

６

　

６

６

７

９

１０

新安保条約ワシントンで調印

皇太子妃 男子 (浩官徳仁)を出産

全学連国会突入をはかり警官隊と衝突

東大生樺美智子死亡

安保阻止統一行動 32万人が国会デモ

新安保条約自然承認

第 1次池田内閣成立

カラーテレビ本放送開始

浅沼社会党委員長刺殺される

ケネディ 米大統領に当選

第 2次池田内閣成立

９

”
６

１２

２０

７

１４

２４

10. 25-29

1

14

12

7. 16

9。  14

10. 6

10。  15

10. 22

10. 28

11. 6

11.8
11. 22

１

２

３

・

４

４

４

５

５

５

水沢山登山

全国生活体験発表会 福田武君 5位
卒業式

入学試験

始業式 入学式
映画教室 (レ・ミゼラブル 続菩提樹)
開校記念日 マラソン雨のため21日 に延期
谷川徹三氏講演

日本体操祭 (於体育館)

北毛地区大会

宇宙大博覧会見学

職業講話 (渋川職業安定所長)

能楽教室

体育祭

定時制第 1回文化祭

修学旅行

遠足 (1年大峰山 3年妙義山)
国宝展・日展見学

第11代 小池な校長赴任
井関保校長退任式

昭和35年

(1960年)

昭和33年

(1958年 )

・ 1

. 19

. 28

.11

18ハ
Ψ
19

・   1

.7

18

20

8

21

27

11

15

19

22

10

10

10

10

19

生徒会主催水沢初登山

2年スキー教室 この年から年中行事化
学校安全会に加盟

卒業式

入学試験

第10代 井関保校長赴任
始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
生徒会自転車遠足

北毛地区大会

北毛地区定時制体育大会

同窓会総会 (伊香保紅葉館)

台風のため休業

体育祭

定時制生活体験発表会

定時制第 1回運動会

遠足 (3年妙義 1年大峰山)
１

　
２

２

1

3

6

米国人工衛星打上げに成功

関門国道 トンネル開通

皇太子・正田美智子さんの婚約発表

1万円札発行
ドゴール仏大統領に当選

第 2次岸内閣成立

水沢登山

1年生スキー教室
2年生スケート教室

卒業式

終業式

始業式 入学式
応援部新設決定

開校記念日 マラソン大会 (終了後寄宿舎階上で祝賀会)

昭和36年

(1961年)

３

３

４

４

４

24ハV25

15

1 1

1 ”
９

２３

６

１４

２０

1

2
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年  代 月  日 月 国内 。外関係本 校 関 係 月 本 校 関 係月  日国内・外関係 年 代

9

9

10

11

松川事件被告 全員無罪確定
海老原ボクンング世界フライ級選手権

獲得

原研 原子力発電の試験に成功

ケネディ米大統領暗殺される

プロレスラーカ道山刺殺される

第 3次池田内閣成立

11. 14ハヤ19

11, 15

7

9

20

22

10

11

10 16
7-9
, 19

9

10

11

定時制第 6回運動会

体育祭

渋川地区 音楽連盟発表会
大塚雅彦氏講演 (学校教育における青少年非行化防止につ

いて)

生物部「平沢川の動物」研究で日本学生科学賞群馬県審査

で優秀賞

全定修学旅行

遠足 1年長縛 荒船山 3年 白根 長滞

PTA創立総会
佐藤次郎杯庭球大会

２５

■

９

‐６

４

２‐

３

２３

‐０

‐４

‐６

３０

１０

１３

２３

４

４

５

６

６

７

７

９

９

‐０

‐０

‐０

‐Ｏ

Ｈ

Ｈ

■

１２

川島尚氏学校医 宮前剛氏学校薬剤師決定
講堂増改築上棟式

映画教室 (カ ラマーブフの兄弟)
駆虫剤服用

演劇教室 (野盗風の中を走る)

講堂増改築 (合渡廊下)266.87坪竣正
定時制北毛地区大会 (於本校)
佐藤次郎杯庭球大会

台風のため体校

体育祭

宿直室工事開始
1年草津白根 3年赤城 白根 浅間 三国方面遠足10/31
創立40周年記念式・講堂増改築落成式
赤尾好夫氏講演
音楽教室移転記念音楽会
宿直室 4.625坪増築

5

7

米国人間衛星打上げ

日本最長の北陸 トンネル開通

4

5

6

11

11

第 1回戦没者叙勲を発表 4/28第 1
回生存者叙勲を発表

ネール、インド首相没

第18回オリンピック東京大会開く

(10～ 24日 )

ジョンソン、米大統領に当選

佐藤内閣成立

新潟地震おこる

水沢登山
スキー教室
スケート教室

卒業式

終業式

始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
同窓会幹事会

同窓会総会

地区大会

修学旅行 (～28)1年ABCF組 小諸方面遠足
遠足 (1年 DE神津 G妙義 榛名 3年浅間
人形劇観劇

定時制北毛地区大会

速川貫一氏 (高校 2回卒)講演
聖火リレー選手壮行会

3校合同写真展はじめて行われる

体育祭

定時制 7回運動会

音楽教室講堂南側へ移転

定時制文化祭

定時制北毛地区学芸大会 (演劇 1位 )

映画教室 (奇跡の人 未完成交響曲)
真下氏沖縄視察談

平川教授講演

白根)

l昭不口39年

(1964年)

1. 1

27ハV31
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1
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昭和37年

(19624F)
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９

　
９

1

2 1

10. 13

10. 27

水沢登山

1年スキー教室
2年スケート教室
高校スケート大会で優勝

卒業式

終業式

北 。西 。西南の問をとりつける

全日制18学級 生徒定員 900名 となる
始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
渋川地区音楽連盟結成式
地区体育会

庭球全日本関東大会県予選に優勝
急増対策のための増築起正式

映画孜室

池田弘教授講演 (最近の航空原動機について)
中島義行教授講演 (現代青年の心理)
体育祭

遠足 (1年赤城 3年浅間 三国 白根)

定時制文化祭
11月 祭

講演朝日新聞金津正格氏 (世界の話題をめぐって)
平形義人氏講演 (欧州をめぐって)
コンクリート校舎上棟式

８

　

８

10

堀江謙一 小型ヨットで太平洋横断
作新学院高校野球に初の春夏

ファイティング原田ボクツング世界フ

ライ級選手権獲得

世界バレーボール選手権大会で日

子チーム完全優勝

昭和38年

(1963年―)

３

　
３
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23ハ▼24

65

1

2

7

8

2

3

米国ロケット月に軟着陸

ソ連初の宇宙遊泳

鹿島郁夫 小型ヨットで大西洋横断

長野県松代町付近に地震

水沢登山

1年スキー教室 於大穴
2年スケート教室
卒業式

終業式
1学級増 定員1050名 となる
始業式

入学式

開校記念日 マラソン大会
鉄筋コンクリート3階建 6教室竣工
映画教室 (ヒ マラヤK2征服 ワイル ドドック)
地区大会

定時制北毛地区体育大会
能楽教室

水沢登山

保坂教授講演

1年スキー教室はじまる (於戸倉)
スケート教室

3校生徒会連絡協議会

卒業式

第12代 竹園一校長赴任
始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
全定映画鑑賞 (東京オリンピック)

同窓会主催物故会員慰霊祭

演劇教室 (我等の町はささやきにみち)

北毛地区大会

第 1回 3校合同美術部展

渋川地区高校写真展

定時制北毛地区体育大会

新校舎 2期工事起工式

昭和40年

(1965年 )

１

１

１

２

２
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国内・外関係月本 校 関 係
月  日年  代 月  日 本 校 関 係 月 年 代

10 吉田茂没 10/31戦後初の国葬
遠足 (1年草津 2年中禅寺湖
榛嶺祭

定時制20周年記念 渋川地区定時制高校合同文化祭(～ 13)

三峰方面)10. 25

11.  5

11.11

11

11

.4

.11

. 19

・ 9

.4
12ハヤ13

. 30

9

9

9

10

11

北毛地区定時制生徒生活体験発表会

講演 竹内晟氏 (世界の話題と日本の話題)
佐藤次郎杯庭球大会

体育祭 文化祭 (～ 10)
1年生遠足 (志賀高原 木戸池)3年生H/5
定時制文化祭

真下会長ヨーロッパ視察講演

国内・外関係

3

4

10

10

10

11

12

東大卒業式 安田講堂の占拠で中止

米黒人運動指導者キング師暗殺される

米大統領 ロバートケネディ 狙撃さ
れ死亡

郵便番号制度発足

蕪目見縄憂集鉄憂
坤
翁慮意臓移植手術

メキンコ五輪開幕

川端康成 ノーベル文学賞に決定
明治百年記念祝典

米大統領にニクソ
y当選

府中市で 3億円事件

水沢登山

1年生スキー教室

2年生スケート教室

罷姦套象∴套赳孫愁 i季 皐
y「
金 野 中曽根前会長出席)

卒業式

後馨褒築第 3期工事なる 柔道場完成
始業式 新任式
開校記念日 マラフソ実施
同窓会幹事会

柔道場びらき

県高校総体

体育祭 (放課後)

定時制北毛地区体育大会

寄宿舎取りこわし終わる

校舎新築工事開始

北毛地区生活体験発表会

1年遠足

10月 祭

市川二郎先生叙勲祝賀会

図書館移転
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5 1

1. 1

12.  8

)

昭和41年

(1966年 ) 1 . 25-26

3. 10

3. 24

3. 31

4. 1
4. 6
4.11
4. 18

4. 20

5. 11

5。  20

10. 29ハΨ30

11. 4

11.11-12
11. 19

11. 20

12.  5

１

　

‐７

‐８

２４

８

１５

‐８

２‐

７

　

７

９

９

‐０

‐０

‐０

‐０

1 1

1

水沢登山

1年スキー教室 (A～ C組)D～ G組 (27～ 28日 )
2年スケート教室 (A～ C組)D～ G組 (2/2)

卒業式

終業式

増築工事第 1期分なる

定時制 1学級減 7学級 在籍 190名 となる
始業式 入学式
新校舎に移転

映画鑑賞 (戦慄の記録)

開校記念日 マラソy大会
同窓会総会

第 1回群馬県高等学校総合体育大会 (県高校総体)

講演 東京学芸大学教授 江川泰一郎氏 (大学入試と英語
の学習)

定時制地区大会

佐藤次郎杯庭球大会

第 1回 3校合同討論会
体育祭

全定修学旅行出発
3年遠足 (志賀高原)
1年遠足 (白根 志賀高原)
榛嶺祭

映画教室 (ザ・サウンド。オブ 。ミュージック)

定時制文化祭

渋川 3校連合音楽発表会
3校演劇連盟発表会
村松喬氏講演会 (高校生をめぐる教育問題)

4

6

2

3

全日空ボーイング727東京湾に墜溶

塁旱ぶ星奄尻夫発
g07富士山上空喜

朝永振一郎 ノーベル物理学賞受賞
中国に社会主義文化大革命進む  |

国民の祝日、敬老の日、体育の日制窟

弾

133人死亡

アポロ11号月へ旅立つ 7/20月面に

人類初の第 1歩
7

1告ζ9チ丁奎雫校舎とりこわし開始
卒業式

終業式

増築第 4期工事終わる

第13代 飯塚二郎校長赴任
始業式 入学式
開校記念日 マラソフ大会
県高校総体

麺竪塾畿雲

体

晟書褒阿久津教授 (高校生の心と
からだ)

校内体育祭

同窓会北橘支部総会 講演会 小谷昭夫氏 (大学入試
の現

状と来年度の展望)

始業式 飯野祐邦選手レスリング全国優勝を同窓会
で表彰

定時制北毛地区体育大会

50周年記念事業 PTA・ 同窓会
。学校・合同委員会

1年遠足 (中禅寺湖 谷川 岩櫃 水沢方面)

榛嶺祭

1昭和44年

(1969年)

1 . 23ハΨ24

2. 17

3. 7

8 . 27

9. 7
9. 27

10.9
11. 8-9

3. 31

4. 1
4. 7
4. 20

5 . 15ハΨ17

5。  25

6. 14

7. 2-10
7. 12

赤軍派学生、日航ジャ
ンボ機 (よ ど号)

日本山岳会″ム
(浦・植村両隊員エ

ベレス

ト登頂に成功

第 3次佐藤内閣成立

を乗っ取る

1

3

5

水沢登山

1年スキー教室

2年スキー教室

読蕎鵞記念 職員、同窓会、PTA、 実行委員会

始業式 入学式
開校記念日 マラソフ大会
同窓会総会

県高校総体

昭和42年

(19674F)

３
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9, 13

1. 1

5

2

2

1. 1

, 12ハV13

. 17-18

3. 6
3. 23

4. 6
4. 15

4, 26

. 15ハΨ16

昭和45年

(1970年 )

卒業式

終業式

定時制 6学級 170名 となる
始業式 入学式
開校記念日
マラソン大会

県高校総体

校舎改築第 2期工事竣工
同窓会総会

南極越冬隊員本川氏講演 (南極の生物について)

渋川地区高校演劇連盟発表会

渋川地区音楽連盟発表会
PTA総会
定時制北毛地区体育大会

講演会 (都立大教授 穂刈四三二氏)

水沢登山
９

　々

う
と

4

7

8

初の建国記念日

第 2次佐藤内閣成立

美濃部亮吉 東京都知事に当選

鹿島郁夫コラーサ 2世号で太平洋横断

西穂高で″ム`本深志高校生に落雷■人死

亡

―-137-―
-186-―



月 国内・外関係年 代 月  日 本 校 関 係本 校 関 係 月 月  日国内 。外関係 年 代

11

20

4～ 15

12

13

25

1310

10

11

. 31

・ 9

15ハΨ16

長尾輝景先生叙勲祝賀会

体育祭

生徒会主催講演会

空手関東大会個人戦に飯島選手優勝
定時制北毛地区生活体験発表会
飯野選手レスリング高校の部優勝
創立50周年式典ならびに祝賀式
記念会館起正式

定時制文化祭

10

11

9 アラブグリラ旅客機乗っ取る

日本最長の山陽新幹線六甲トンネ
通

三島由紀夫自殺

昭和46年

(1971年 )

１

２

９

，

３

４

１

‐５

２５

５

１

水沢登山 降雪のため中止
同窓会役員会

草野心平氏講演 (夢の実現)
卒業式

第14代 梶原堅二校長赴任

1

2

４

　

９

ソ連 初の金星軟着陸に成功
米アポロ14号月に着陸

NHK総 合テレビ全カラー化
天皇 。皇后 初の訪欧旅行
アラブ共和国連邦成立

12

3

9

小野田少尉 ルバング島で発見

人口1億 1000万人突破

インドネツア共和国成立

国体出場壮行会 (ス キー・スケート)

予餞会

1年スキー教室

卒業式

終業式

始業式

入学式

開校記念日 マラソン大会

曇憂馨

総
竺ベレスト登はん体験談 (群大 田中氏)

PTA総会

釜箕冥甕替褒憲寿会(レスリング、
バレー、空手道、陸上)

同窓会総会

演劇教室 (わらび座)

米レスリング高校生 2名合宿参加

体育祭

対沼高定期戦

ブラスバンド 関東吹奏楽コンクール銀賞
落語教室 三遊亭桂写氏 柳亭小痴楽氏出演
10月 祭 (文化祭)

修学旅行 (2年)

1。  16

2. 9
14-15
3. 1
3. 23

4. 6
4。  7
4. 20

. 17ハV19

5, 18

5。  20

5. 24

5, 30

6. 2
6. 7
. 28ハΨ29

. 10ハv13

7, 17

9. 15

10. 3

. 26^Ψ 27

.9～ 13

6

7

5

2

10

11

(1974年 )

昭和47年

(1972有F)

.6

. 20

19ハV21

.2

.10

. 28

. 29

14、  17
. 20

10. 23

10. 28ハ▼29

11. 18-22

7

7
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ｒ

υ

　

資
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υ

始業式 入学式
開校記念日 マランン大会
県高校総体 209名参加

関東大会出場壮行会 (空手道・陸上・レスリング・テニス)
PTA総会および講演会「人間と環境」高木健太郎博士
1年 PTA学年部会
2年 PTA学年部会
体育祭
インターハイ出場壮行会 (レスリング)

演劇教室 (わ らび座)

榛嶺祭

修学旅行 (2年)

5

1

2

3

8

9

横井庄一氏グアムで発見

浅間山荘事件

高″ム`塚古墳壁画発見

沖縄県復活

イタイタイ病

日中共同声明

1

5

７

　
７

　
９

沖縄海洋博開催

米・ソ宇宙船 ドッキング

天皇・皇后御訪米

インド共和国成立

ロッキード事件

スキー部 関東大会 2名出場
予餞会

1年生スキー教室

卒業式

終業式

始業式・入学式

開校記念式典

開校記念日 マラソy大会
県高校総体

講演会 駒沢大学 村山輝吉氏
PTA総会及び交通講話
関東大会出場壮行会 (陸上、空手道、

レスリング)

体育祭

対沼高定期戦

修学旅行 (2年)

榛嶺祭

昭和50年

(1975年)

1 . 25

2. 10

2. 24ハV25

3. 1
3_. 24

4. 7
4. 21

4. 22
5. 16ハΨ18

5. 17

5。  20

6. 4
7. 8-9
7. 17

10

11

3-7
1-2

1

7 モントリオール・オリ
ンピック開催

郵便料金値上げ

昭和48年

(1973盗 F)

9. 26

10. 6～ 7
11.2
11.7～ 11
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7

. 10

. 20

. 24

12ハΨ14

関東大会出場壮行会 (スキー・スケ
ート)

風邪大流行 生徒欠席多数
東京同窓会

予餞会

1年生スキー教室 (武尊オリンピア)

1年生小山君作山コンクール 1位入賞

卒業式

終業式

第15代 水穴再喜校長赴任
始業式・入学式

開校記念式典

開校記念日 マラソン大会
県高校総体

PTA総会

昌蟹褒塗含場壮行会 (レスリング、空手道、山岳、陸
上)

体育祭

予餞会

1年生スキー教室
2年生スキー教室
卒業式

終業式

中庭部室竣工

始業式 入学式
開校記念日 マランソ大会
PTA総会 学研山内氏進路講演会
県高校総体 (空手道優勝)
関東大会出場壮行会

(空手道・レスリング・サッカー・陸上)
空手道部関東大会優勝
1年 PTA学年部会
同窓会総会

体育祭

音楽教室 (東京佼成吹奏楽団)
榛嶺祭
4階増改築工事本日から開始
修学旅行

11

2

8

４

　

　

５

５

昭和51年

(1976年 )

１

１

１

２

，

２

３

３

４

４

４

４

・

５

５

６

・‐４
・２７
・３０
・５‐７”‐８
・２７・
・２４
・１
・６
・１９
。２８‐４”‐６
・２０
・３０
・３７”８

5

2

7

祝日法改正 (振替休日)

東独と国交樹立

イスラエル共和国成立

円急騰

金大中事件

石油危機
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月 国内・外関係年 代 月  日 本 校 関 係 月 本 校 関 係月  日国内・外関係 年 代

空手道部新人戦優勝 (団体・個人)11. 27‐０

‐５

‐２

‐９

２２

”

２３

２４

”

７

７

９

９

９

・
‐０

‐０

・

定期戦部対抗

定期戦一般戦

佐藤次郎杯テニス大会

合同慰霊祭
2年 PTA部会
修学旅行 (2年)
演劇教室 東京芸術座「検察官」
陸上部 品田選手優勝
榛嶺祭 11

7 ブァイキング 1号火星に軟着陸

天皇在位50年記念日

イギリス「サッチャー内閣」成立

先進国首脳会議 (東京)

元号法公布施行

木曾御岳山初噴火

6

6

10

5

スケート部 インターハイ出場 結団式及び壮行会
東京同窓会

予餞会
スキー教室 (1年生)

卒業式

終業式

定時制男女共学に移行

始業式・入学式

雲笹雲今易代に思うこな0農林水産省 入江 肇氏

ξ写賛総額堪泳墓昌馨昇監4入試に見られる特徴」

重撃道環

山

昌東大会準優勝

同窓会総会

体育祭

対沼高定期戦 (部戦)

対沼高定期戦 (一般戦)

PTA学年部会
講演会「タウラギリ登頂報告」田中成幸氏

佐藤次郎杯庭球大会

映画荻室「あ k野麦峠」

榛嶺祭

創立60周年記念式典

2年生修学旅行

7. 1
7. 4～ 5
7. 7
7. 12

7. 21

9. 1
9. 2
9. 7
9. 29ハV30

10. 27

11.  6-10

1

1

０

６

一１

Ｚ^

１

２４

１

６

２０

２８

”

‐９

′′

2 22ハV

3

8

5 1

う

０

一

　

０

う

一

　

И

４

一

　

刀

４

一

　

月

４

一

　

努

４

　

　

・

　

ビ

９

　

　

　

　

＾
Ａ

υ

(1979年 )

54とF

国会開催90周年記念式典

初の衆参同日選挙6

1

スキー関東大会 スケート国民体育大会及びインターハイ
出場壮行会

予餞会
スケート部 全国総体 2位入賞
スキー教室

卒業式

終業式

第16代 佃 和朋校長赴任
始業式・入学式

開校記念日 マラソン大会
県高校総体一山岳部優勝

PTA総会、進路講演会 進研・遠山氏
関東大会出場壮行会 (山岳・空手道・

レスリング)

水沢山清掃

同窓会総会 農協会館
体育祭

対沼高定期戦 (部戦)

空手部・山岳部インターハイ出場壮行会

講演会「アメリカ人の見た日本の印象」

県教委 W,P,ワ レス氏
映画教室「影武者」

榛嶺祭

水沢山清掃奉仕活動

1昭和55年

(1980年)

‐２

　

５

１４

”
１

２４

１

７

２６

９

■
１

　
　
　
９

留
　
ハ
Ｚ

　
　
・
　
父
じ

〈、
）

刀
生

　
И
一
　
・４
一

9. 11

9. 27ハV28

11.8

５

　
６

　
６

　
６

　
７

　
７

　
７

　
７

85 16ハV 1
３‐

２

７

８

４

１２

‐７

‐９

第40代米国大統領レーガ
ン就任

ざき育握圭
の
];、甲貨ゥロ2世来日2

2

1

昭和52年

(1977年 )

昭和53年

(1978年 )

1. 17

1 . 18

2. 4
2. 22ハV23

3. 1
3. 24

4. 6
4. 20

4. 23
5. 13ハ∀15

5. 20

6. 2
7. 6～ 7
7, 14
′′

9。  24ハV25

9. 29

10. 11ハ∨15

10. 29

9. 1
9. 16ハV

10. 27

H.9
11. 12

11. 16-20

″

2 16ハv

5

1

1

2

Ю

　
　
３０

４

３

３

４

４

４

４

５

　

・

５

６

６

６

７

７

・ 1

. 24

.6

. 20

. 24

. 30

. 16

19ハV21

. 20

.8

15

8

13

17

スキー・スケート全国大会壮行会
スケートインターハイ伊香保 (総合 3位入賞)
予餞会
スキー教室 (1年生)
卒業式

終業式

始業式 。入学式

開校記念式典

開校記念日 マラソン大会
県高校総体 (総合第 4位 )
PTA総会
関東大会出場壮行会 (レスリング、柔道、陸上、空手道)
体育祭

対沼高定期戦 (一般戦)
インターハイ結団式 (山岳、 レスリング、陸上)

榛嶺祭

国民体育大会出場壮行会 (レスリング、サッカー1名 )
2年生修学旅行
音楽教室 (於 市民会館)

スキー関東大会出場壮行会
スケート国民体育大会及びインターハイ出場壮行会
スケート深井選手 インターハイ 500米優勝
予餞会

同窓会高崎支部会
スキー教室 (1年生)
卒業式

終業式

始業式・入学式

開校記念式典

開校記念日 マランン大会
レスリング北関東大会優勝 (田中選手)
PTA総会及び進路講演会
県高校総体

講演会「明日に生きるために」日立製作所 角田光雄氏
関東大会出場壮行会
同窓会総会

演劇教室 統一劇場「おっ母さん」
対沼高定期戦 (部戦)

粘沼高定期戦 (一般戦)

講演会「想像と創造」群大 林 静男氏
榛嶺祭

映画教室

群英研スピーチヒァリングコンテスト 浅井君優勝
上毛新聞「愛の貯金箱」34,922円  感謝状
堀口吉七氏 設 4等瑞宝章受章
2年生修学旅行

8

9

4

6

7

６

　
６

　

　

　

７

　

　

　

８

「小さな親切運動」群馬県支部表彰=水沢山クリーン
ハイク

スキー部、スケート部全国大会出場壮行会

2年生修学旅行
スキー教室 (1年生)

卒業式

終業式

エリザベス女王即位25周年式典
エジプト革命

原水爆禁止大会14年がりに開催

赤軍派ハイジャック

エジプト、共和国宣言

宮城県沖地震

イギリス世界初の「試験管ベビー」誕

生

日中平和友好条約調印

ソ連「ソユーズ31号」宇宙連続滞在
140日 の記録達成

成田空港開港

1. 14

1. 17

2. 10ハΨ14

2. 12～ 13

3. 2
3. 24

昭和56年

(1981年 )
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!I

月 国内・外関係
年 代 月  日 本 校 関 係本 校 関 係 月 月  日国内・外関係 年 代

11

10

10

米軍、グレナダ進攻

三宅島大爆発

レーガン米大統領来日

県民文化大学 修了式

興捩詈珠巽催罠疫目令魯 督含禦を補助員と
して、職員、生

徒多数参加)

愛の赤城国体 (役員、合唱団参加)

同窓会記念品寄贈式

9, 10

9, 11

10. 14ハV20

10. 29ハV30

11. 29

６

１３

２０

１４

”
２３

３０

7. 10

7. 20

9. 6
9。  19ハV20

10.8

４

　
８

１

　
２

5 7

7

1

４

　
４

　
４

　
５

　

　

　

５

　
５

　

　

　

６
1

始業式 入学式
講堂等建設特別委員会 初会合
開校記念日 マラソン大会
講堂等建設対県陳情

県高校総体
PTA総会 進路講演会
関東大会壮行会 (レスリング、テニス、バレーボール、
弓道、空手道、陸上競技)

英国人英語赦師 M・ ウィリアムズ氏公開授業

対沼高定期戦 (一般戦)渋高惜敗
全国大会壮行会 (陸上、空手、レスリング)
佐藤次郎杯テニス大会

榛嶺祭

高教研理化学部会授業研究会会場

奉仕活動の日 (榛名クリーンハイク)実施
北校舎落成記念式典

5

６

　
６

　
７

イスラエル、イラク原子炉
~爆
撃

中国、胡耀邦共産党主席に就任
オタワ先進国首脳会議

イラン、ハメネイ師大統領に。反
派を大量処刑

フランス、 ミッテラン

９

１０

１０

2

6

12

ソ連、アンドロボプ書記長死去、チェ

ルネンコ就任

中曽根首相、ロンドン・サミット出席

韓国、全斗燦大統領 来日
インド、ガンディー首相暗殺

ポーランド、ワレサ氏にノーベル平和

賞

香港返還の中央合意調印

前同窓会長佐藤直氏、県教育委員就任祝賀会

卒業式 (新体育館で行う初の卒業式)

終業式

始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
県高校総体 山岳部優勝
県議会文教治安常任委員会 視察
PTA総会
空手道、卓球、テニス、関東大会出場

榛嶺祭 (2千人以上来観)

同窓会総会

県民文化大学開講式 (～12/1)

対沼高定期戦 (部戦)

演劇教室「アッパレ、クライトン」上演

村山義治氏講演会「高校生の健康管理」

県民文化大学 修了式

3. 1
3. 24

4. 6
4. 20

。 11～ 13

5. 15

5。  19

.1-3

5

23-24

7

1 . 29

６

　

６

‐５

２０

１

１

１

　
２

。　　　　（”ムい】）　　　　　　　　　　　　　　【″′・・，

。 30
′′

(1984年 )

昭和57年

(1982年 )

7. 10
9. 12

10.  8

10. 29

11. 17

11. 27

３
”

１

３

２４

６

２０

5

9-206

３

　

３

　

３

　

４

　

４

　

　

・

　

５

　

５

　

６

　

６

”

２２

２８

‐２

‐８

４

１

　
１

　
２

1

18ハΨ23

25ハV29
インターハイ、スケート競技大会 (八戸)参加
国体スケート冬季大会 (日光)参加
インターハイ、スキー競技大会 (草津)参加
卒業式、同窓会入会式

文部省、県教育委員会訪問
終業式

始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
県高校総体 山岳部優勝
PTA総会 進路講演会
関東大会壮行会 (空手道、テエス、レスリング)
県民文化大学、高校開放講座開講
音楽教室 (市民会館)

榛嶺祭

対沼高定期戦 (部戦)惜敗
佐藤次郎杯テニス大会

体育館等建設地鎮祭

数学科 公立学校教員研修会
県視聴覚研究大会

県民文化大学高校開放講座 修了式

４

４

7

9

11

11

11

500円硬貨発行、東北新幹線開業
フォークランド紛争勃発

中国、教科書問題で日本に抗議
鈴木首相、中国訪間

自民党総裁予備選、中曽根康弘圧勝
上越新幹線開業
ソ連ブレジネフ議長死去、後任はアン

ドロポフ

「創成会」発足

ソ連、チェルネンコ書記長死去、後任

にゴロバチョフ就任

筑波科学万博開催

男女雇用機会均等法成立

ボン先進国首脳会議

日航ジャンボ機 墜落

コロンビアのネバドデル・ルイス火山

爆発

5

5

8

2

3

8

東京同窓会に学校長、事務局長 (2宅 )参加

卒業式

塗軍亀蟹吾魯橋箸
島
丞菖督泳堪婁§

終業式

第18代 入高進校長赴任
始業式

入学式

で螢ヲ0ヌ!会 (4.20乃ミ雨天のため順延)
県高校総体 山岳部優勝
未明、生物準備室戸ナ兄l荒 らされる

PTA総会 進路講演会

帰量識黒盈1琵邑奢穂聾令昌寡ヵ
〔含医摯状を送られる

群響音楽教室 (市民会館)

対沼高定期戦 (一般戦)本校の勝利

格技場改築工事始まる

英語科新採用教員研修会 (会場)

(初の)群馬県民の日 実施
合同慰霊祭実行委員会

佐藤次郎顕彰委員会 (会場)

‐５

‐８

３

１４

‐８

‐６

125

1 . 25

3. 1

つ

じ

　

Л

４

　

加

牡

　

刀

４

　

刀

仕

　

刀

■

　

　

・

　

氏

υ

　

ビ

υ

　

蛮

υ

　

資

〕

　

盗

０

　

７

１

２４

１

８

９

２０

２‐

０”

12. 14

10. 19

10. 25

10. 28

11. 19

昭和60年

(1985年)

1

1 ダ氏仝賛▼!評卜術者蟄季
'99ャ

ー
打ち上げ直後に爆発

昭和58年

(1983年・)

1. 12

1 . 26ハv30

２

　

３

　

３

４

　

４

４

　

　

・
　

６

　

　

　

６

６

　

７

　

７

９

‐２

１

２４

‐

６

２０

”
１

２

５

９

‐３

５

55 1

高教研国語部会研究大会 (会場)

「学校爆破予定」により、生徒退避
伊香保国体閑会式に、本校から補助員、合唱隊として 1■
名参加

高教研進路指導部会

卒業式

終業式

第17代 原 弘校長赴任
始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
県高校総体

講堂等落成記念式典 (講堂兼体育館、音楽室)
祝賀会 (出雲)

落成記念音楽会

落成記念講演会

県民文化大学開講式
対沼高定期戦 (一般戦)渋高優勝
英国人英語指導助手 M「 .Bovcock(バ ーコック)赴任

5

9

ウィリアムズバーグ・サミット開催

大韓航空機、ソ連機に撃墜

昭和61年

(1986年―)

1. 29

-142- ―-143-



百
年  代 月  日 本 校 関 係 月 国内・外関係

3. 1
3. 24

4. 7
4. 19

4. 21

5. 9ハVll

5. 17

6. 17

6. 20

6. 21-22
7. 12
′′

9. 3
9. 10

9。  17

10. 23

H.13
11.15

2 . 25 北毛地区図書館職員研修会 (会場)

卒業式

終業式

始業式 入学式
第 3回渋高同窓会 合同慰霊祭
開校記念日 マラソン大会
県高校総体 軟式テニス部・山岳部優勝
PTA総会
日赤「愛の献血J(生徒 187名職員14名参加)感謝状を
贈られる

仮装行列

榛嶺祭 (22、 後夜祭)
対沼高定期戦 (部戦)V2
同窓会総会

吾妻線事故 (岩島)生徒65名登校不能
映画教室「植村直巳4タブ語」(市民会館)
高校入試への面接導入研究委員会発足
県教委 計画訪問
演劇教室「夏の夜の夢」 (市民会館)
佐藤次郎顕彰委員会 (会場)

2

4

5

7

9

10

11

フィリピン、アキノ女史新大統領に
任

ソ連、チェルノブイリ原発
れ大惨事

衆参両院選挙で自民党大勝

社会党委員長に初の女性党首
か子誕生

米ソ首脳会談 (レイキャビック)
三原山大爆発 全島民避難

土井た

で放射能漏

就

東京先進国首脳会議

昭和62年

(1987年 )

２

別

１

７

２０

”

２３

２９

６

12. 8

12. 19ハv23

一１
■
　

つ
る

85 1

21

1

7. 13

7. 14

9, 29

卒業式

終業式

第19代 荒井英一校長赴任
始業式 入学式
開校記念日 マラソン大会
県高校総体 総合第 4位 と健闘。卓球部優勝
PTA総会 進路講演会
関東大会 壮行会
(テニス、柔道、空手道、登山、 レスリング、卓球)
県荻育委員の本校視察
同窓会総会 (於、出雲)新形態による総会、懇談会に100
名参加

2年生進路講演会 (田嶋善之氏)
対沼高定期戦 (一般戦)渋高の勝利 (V3)
音楽教室 (市民会館)中沢 桂 (ソ プラノ)他出演

巨看
gttF移雲 蕎惑査罵扁墓g:雰倉苦総誓農4額な貧た

中国文物展見学 (県歴史博物館)
3年 学年末考査 (初の試み)

6

6

3

4

10

11

12

国鉄民営化 115年の歴史を開じる

地域改善財特法施行

ベネツィア先進国首脳会議
日中閣僚会議 (北京)

利根川進ノーベル医学生理学賞 受賞
竹下登総理誕生

米ソINF全 廃条約調印

昭和63年

(1988年 )

5. 21

6. 11

6. 17

6. 25ハ∀26

6. 30

7. 8
7. 16

７”

６

７

２４

７

２０

5

伊香保国体 (生徒多数補助員として参加協力)

星璽簑

羽仁素道氏 群馬県教育委員就任祝賀会(於、出雲)

終業式

始業式 入学式
開校記念日

雷會蔑涙漂

これからの社会の変化」同窓生木暮岡J平氏

PTA総会 進路講演会 (進研上田一郎氏)
同窓会総会 (於、出雲 130名参加)
高教研進路指導部会総会 (会場)
榛嶺祭 (24、 仮装行列 26、 後夜祭)
県荻育委員会 計画訪間
3年生、志望校検討会 (初の試み)
対沼高定期戦 (部戦)V4

6

7

９

，

３

　

　

４

鷹泰愚韓国大統領就任
青函 トンネル開業

トロント先進国首脳会議

自衛隊潜水艦と民間船舶の衝突で30人
の犠牲者がでる

瀬戸大橋開通

月 国内・外関係本 校 関 係月  日年  代

8 イラン、イラク戦争 停戦
英語指導助手 英国人アマンダ。フィリップス女史新任式
佐藤次郎杯テニス大会

高校音楽教室 群響 (市民会館)
創立70周年記念事業の一環 正門移設工事竣工
特別講演会 同窓生通産事務次官 杉山弘氏「思い出すま
まに」

開校記念マラソン大会 (秋実施の最初)

校内進路指導研修会 英数学館 児玉一成氏

１

４

７

８

２４

9

9

9

9

9

11.17
12.5

1 昭和天皇崩御 平成と改元

11

8

１

　

９
，
　
ｏ
Ｏ
　

　

　

刀

〓

6

6

6

6

7

米ブッシュ氏大統領に就任

大葬の礼 (学校は休校 服喪)
伊藤みどり 世界選手権で優勝

宇野内閣成立

中国、天安門事件勃発

ポーランド国会選挙「連帯」圧勝

参議院選挙で、社会党大勝 与野党勢
力が逆転する

フランス革命 200年祭 (パ リ)

巨人 3連敗のあと 4連勝して日本一と

なる

海部内閣成立

消費税スタート

創立70周年記念事業の一環として「同窓会会員名簿」干」行

卒業式

終業式

第20代 中村英一校長赴任
始業式 入学式
開校記念日 講演会 同窓生星薬科大学教授 永井恒司氏
「治療によく役立つ薬にするJ

創立70周年記念事業準備委員会

県高校総体 卓球個人優勝 (本多選手)
PTA総会 進路講演会 (代ゼミ 秋山桂一氏)

対沼高定期戦 (一般戦) 渋高優勝 (対戦成績10勝 6敗
V5達成)
英語指導助手 アマンダ 。フィリップス女史離任式
同窓会の援助により、図書館、事務室に空調設備 (冷房)

稼働

第 2回創立70周年記念事業実行委員会

県教育委員会 要請訪問
北毛地区定時制体育大会

佐藤次郎杯テニス大会

演劇教室 劇団風「ハムレット」上演 (市民会館)
2年生進路講演会 職員研修会 群ゼミ田嶋善之氏
開校記念マラソy大会

冬時間、本日から実施 (運動部の要請)

学校保健安全点検 (県教育委員会来校)

5, 9
5. 13-15
5  23
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２０
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４

６
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１５

４

３０

１６

７

　

７
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８
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１０

Ｈ

７

２４

１

７

２０
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И
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力
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И
生

1. 15

12. 1

12.  5

昭和64年

(1989年 )

平成元年

(1989年 )

2

4

4

5

5

5

6

衆議院選挙で自民党安定多数をとり、

巻き返す

曇撃紹豊藝塞曇諌京理鎮区比例代表制
導入の答申をする

'建

鼻fヲ買乙ア系霙薫国の独立を宣

曇色遣祭患乗晟寝彙普争臭藝λ&兌あ

泉チ響属蚕鉄r聾鉄安保、戦略兵器削
減などで合意

大雪のため第 3限で生徒放課
2年生 志望校検討会 (初の試み)
卒業式

終業式

始業式 入学式
開校記念日 記念講演会 同窓生東大教授 馬場宏二氏
「数学、歴史、経済学」

県高校総体、総合 4位に輝く。卓球個人優勝 (本多選手)

PTA総会 進路講演会
関東大会壮行会 (レスリング、バツーボール、軟式テ

ニス

卓球、剣道、空手道、山岳)

同窓会総会 (上州
′物産館)

記念会館増改築に伴う、荷物の搬出開始

平成 2年

(1990年 )

つ
る
　
つ
と
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０
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０
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И
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１
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創立70周年記念事業実行委員会役員名簿

顧  問 平

彦
　
一　

一　
一
一　
三
［
朋

光

光

英

　

堅

再

和

三

登

透

富 渕

本

井

園

原

穴

　

　

一目

田

口

野

橋

村

鳥

場

柳

田

山

瀬

野

橋

村

林

　

野

野

村

林

村

林

場

小

橋

荒

竹

梶

水

佃

原

八

角

堀

飯

高

北

佐

馬

青

岡

片

広

小

高

田

小

岸

狩

狩

峰

中

松

小

番

崎

田

原

村

原

塚

江

附

井

田

田

丸

口

井

木

藤

暮

前

崎

　

田

熊

野

下

林

田

坂

見

井

田

仁

保

川

角

池

中

石

大

堀

石

今

福

福

都

堀

石

鈴

斉

木

官

宮

岸

福

猪

狩

真

大

角

登

浅

深

島

羽

神

委 員 長

副委員長

弘

進

治儀平

〃

′′

′′

′′

″

″

′′

ア′

〃

ア′

′′

″

〃

′′

′′

一

行

平

朗

行

一

尚

作

行

之

明

甫

修

平

剛

弥

路

一

二

勝

永

任

登

秀

雄

昭

爾

道

郎

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

英

尉

修

明

周

孝

　

英

博

靖

　

重

　

剛

　

英

喜

宏

重

　

玄

喬

　

　

道

正

卓

素

俊

″

′′

′′

″

′′

′′

″

″

″

′′

〃

″

″

′′

″

″

七

好

清

吾

一

夫

作

治

秋

洋

文

一

茂

郎

明

実

悠

宏

勇

雄

幸

作

一

吉

藤

　

英

俊

秀

光

豊

満

　

博

洋

　

太

　

　

　

　

　

君

政

幸

事務局長

事務局員監  査
″

″

″

′′

″

〃

″

〃

″

″

″

″

′′

′′

′′

顧  問
″

″

′′

″

″

″

′′

′′

″

″

′′

年 代 月  日 本 校 関 係 月 国内・外関係

6。  16

6.17
6. 22

6. 23ハV24

７

　

７

７

２０

記念会館増改築工事始まる (1と/15完成予定)
インハイ予選で、剣道田中選手個人優勝 卓球団体準優勝
仮装行列

第18回榛嶺祭  (3,000人来観)

対沼高定期戦 (部戦)本校のV6達成
1学期終業式 インケーハイ壮行会

６

　

　

　

６

　

　

　

６

日系二世 フジモリ氏 ペルー大統領 |
に当選

EC首脳会談 アイルランド ダブリ
ンで開催、共同声明発表

天皇家次男礼宮、川嶋紀子さんと結婚
秋篠官家を創設

-147--146-



百

【教職員名簿 。現】

健．
真 二

蒔

嚇

譜

噸

靱

忍

脚

騨

薪

攀

坤

潮

艤

蟻

幸

馨

鞘

翔

脚

登

囃

膊

鶉

馨

騨

螂

鸞

難

韓

箸

請

勇

牛

勘 二

牌

囀

嘩

鄭

隷

尚

輩

剛

登

嵐

田

原

内

原

中

　

津

中

爪

澤

藤

柳

林

藤

淵

藤

本

場

見

山

藤

田

城

本

田

泉

井

村

原

藤

江

原

沢

口

渕

沢

田

井

井

形

島

林

前

田

計

岩

関

坪

萩

田

蓮

隊

田

北

竹

後

青

小

佐

小

加

山

番

浅

片

佐

小

結

橋

福

今

柳

野

萩

伊

押

萩

野

樋

岩

松

角

酒

高

平

川

小

宮

角

長

頭

語

会

語

体

体

語

語

科

科

科

学

楽

語

語

科

学

語

語

術

語

学

体

体

語

語

科

体

体

会

学

語

会

学

語

科

科

学

会

会

体

語

語

学

学

校

教

英

社

国

保

保

目

英

理

理

理

数

音

英

英

理

数

国

英

美

国

数

保

保

英

国

理

保

保

社

数

国

社

数

国

理

理

数

社

社

保

英

英

数

数

名

．
治

平

武

明

実

郎

部

夫

宏

洋

一
東

夫

勇

文

嘉

茂

悠

肇

史

男

雄

救

生

之

雄

雄

明

一
男

彦

郎

二

武

哲

滋

男

幸

一
弘

人

明

徳

博

明

英

豊

健

　

　

　

七

民

利

　

　

洋

興

一
　

博

一
　

　

　

紀

定

龍

　

隆

正

澄

君

敏

洋

和

知

三

健

　

　

恭

哲

政

祥

信

秀

秀

雅

文

氏
村

田

下

野

　

野

駅

井

暮

村

瀬

橋

本

納

林

野

井

村

野

場

田

塚

澤

江

原

井

木

村

然

原

浦

口

部

沢

原

坪

藤

口

林

山

木

間

爪

中

暮

井

之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久

中

岡

山

星

岸

狩

小

武

木

峰

広

高

橋

加

中

小

酒

田

狩

一
下

鳥

小

徳

篠

金

鏑

松

永

笠

井

山

阿

榛

石

大

伊

田

小

青

茂

佐

北

田

木

武

住        所
沼田市材木町131511

群馬郡箕郷町西明屋114-3

北群馬郡子持村吹屋1361-2

高崎市赤坂町49-3

群馬郡群馬町足門895-3

渋川市石原33卜 3

渋川市東町11656

高崎市正観寺町1028

北群馬郡子持村上白井2039

勢多郡赤城村津久田1622

北群馬郡榛東村山子田1010-2

群馬郡箕郷町下芝66810

前橋市上小出町2231

勢多郡大胡町茂木21卜 32

群馬郡群馬町足門92併 1

前橋市糾島町852
前橋市文京町1719
吾妻郡吾妻町大字原町2463-2

渋川市並木町6663

吾妻郡吾妻町原町2659-8

群馬郡榛名町下室田36902

高崎市町屋町565-11

群馬郡箕郷町矢原4962

勢多郡赤城村三原田61群 129

渋川市行幸田385

前橋市青柳町8389

吾妻郡中之条町折田19牛3

高崎市並榎町3871

渋川市金井30026
前橋 市 元総社 町 卜 41

エバ グ リー ンロ町橋 305号

渋川市東町12524

前橋市上小出町613

前橋市元総社町13153

吾妻郡中之条町中之条2049

前橋市朝 日町4-卜 16

渋川市入沢7-1県住78A5
群馬郡箕郷町矢原4363

高崎市羅漢町641

勢多郡北橘村八崎98卜 2
日ばお喬市箱日ヨ田丁467-4
メ ゾン・ ド・ ブ ラ ンツ ュ202号

渋川市石原64
日町橋司jノく夢(田丁758-2
キャピタルハイツ105号
前橋市上小出町386-16

沼田市西原新町1872

勢多郡富士見村横室98-1

高崎市正観寺町13併 3

渋川市半田1968-3飛松ハイツ201号

前橋市三俣町卜198

前橋市総社町総社13285

前橋市岩神町2-1129

勢多郡北橘村真壁1399-5

渋川市下郷1320-13

前橋市天川大島町2-18-14

太田市西長岡54-1

前橋市田口町1291-3All

勢多郡大胡町河原浜252

前橋市田口町1222-27

北群馬郡子持村白井1121

吾妻郡中之条町中之条940

利根郡月夜野町下牧1054-2

吾妻郡東村五町田2111

利根郡白沢村大字上古語父甲1622

前橋市朝倉町1-8-3

高崎市剣崎町55儀 16

渋川市金井南町1502-2

渋川市川島1657

前橋市上小出町31925
前橋市駒形町66211

前橋市元総社町59-8

前橋市国領町114-5

富岡市上小林428-7

群馬郡群馬町足門917

渋川市辰巳町1694-14

前橋市青柳町708-5

渋川市入沢203-5

渋川市川島12921

前橋市総社町総社28671

渋川市元町572-16

勢多郡北橘村真壁1399-5

渋川市東町20551

渋川市並木町669-3

渋川市金井南町11679

渋川市並木町715

渋川市金井2522-17

渋川市元町597

渋川市1945-1

渋川市石原966

渋川市1722-2

渋川市折原3879-11

渋川市2448

勢多郡赤城村津久田328

電   話
0278-22-4761

0273-71-4316

0279-23-4014

0273-26-5597

0273-73-1689

0279-23-1201

0279-23-1102

0273-61-4119

0279-53-2705

0279-56-3901

0279-54-7339

0273-71-3176

0272-34-5075

0272-83-5988

0273-73-1051

0272-65-2365

0272-23-5333

0279-68-5100

0279-23-3582

0279-68-3266

0273-74-0712

0273-43-5563

0273-71-4562

0279-56-2279

0279-23-6352

0272-33-7233

0279-75-2001

0273-27-2456

0279-24-1854

0272-52-8058

0279-22-1459

0272-31-6358

0272-53-0546

0279-75-1973

0272-21-8387

0279-23-4629

0273-71-6544

0273-22-4819

0279-23-7368

0272-52-6486

0279-22-4639

0272-24-5647

0272-34-7670

0278-24-1663

0272-88-5372

0273-62-0145

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

事務長

事務主任

事務主事

事務主事

事務主事

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

給食員

兼務養護

警備員

代行員

代行員

代行員

代行員

代行員

内 科
眼 科
耳鼻科

歯 科

薬剤師

PTA会長

0279-22-3754

0272-32-7831

0272-53-0769

0272-31-6627

0279-52-3320

0279-22-3901

0272-43-6710

0276-37-0695

0272-33-4378

0272-83-4969

0272-34-7198

0279-53-3753

0279-75-2042

0278-62-3002

0279-59-3427

0278-58-3135

0272-61-5501

0273-43-3946

0279-23-2839

0279-23-8648

0272-32-5391

0272-66-8322

0272-51-5204

0272-31-5335

0274-67-3494

0273-72-0381

0279-22-3201

0272-31-3647

0279-22-3619

0279-24-5926

0272-53-1586

0279-22-1329

0279-52-3320

0279-23-7155

0279-23-5044

0279-23-0801

0279-24-1321

0279-24-1709

0279-23-6548

0279-22-0076

0279-22-0073

0279-22-2421

0279-23-2329

0279-22-4141

0279-56-2255

臨

臨

公

公

軸

碗
　
　
手

語

会

語

会

護

助

籍

籍

習

国

社

英

社

養

実

置

置

書

仕

仕

頭

語

会

体

科

学

語

司

公

公

教

英

社

保

理

数

国
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【歴代校長】

代 氏   名 在 任 期 間

初

12

13

14

15

16

17

18

19

20

２

　

　

３

　

　

４

　

　

５

　

　

６

　

　

７

　

　

８

　

　

９

10

１
■
１
■

杉 原 九 郎

湯 沢 徳 治

樋 口 安一郎

中曽根 都太郎

高 見 勘次郎

長 岡 禎 利

小 林 熊 光

平 野 武 夫

狩 野 道 美

井 関   保

小 池   想

竹 園   一

飯 塚 二 郎

梶 原 堅 二

水 穴 再 喜

佃   和 朋

原     弘

八 高   進

荒 井 英 一

中 村 英 一

大正 9年 3月 11日 ～大正12年 3月 16日

大正12年 3月 17日～大正14年 9月 30日

大正14年 10月 1日～昭和 3年 3月 31日

昭和 3年 4月 1日 ～昭和 6年 7月 24日

昭和 6年 7月 25日～昭和16年 3月 31日

昭和16年 4月 1日 ～昭和18年 4月 7日

昭和18年 4月 8日 ～昭和20年 3月 31日

昭和20年 4月 1日 ～昭和25年 3月 31日

昭和25年 4月 1日 ～昭和38年 3月 31日

昭和33年 4月 1日 ～昭和35年 11月 7日

昭和35年 11月 8日 ～昭和40年 3月 31日

昭和40年 4月 1日 ～昭和44年 3月 31日

昭和44年 4月 1日 ～昭和46年 3月 31日

昭和46年 4月 1日 ～昭和51年 3月 31日

昭和51年 4月 1日 ～昭和55年 3月 31日

昭和55年 4月 1日 ～昭和58年 3月 31日

昭和58年 4月 1日 ～昭和60年 3月 31日

昭和60年 4月 1日 ～昭和62年 3月 31日

昭和62年 4月 1日 ～平成元年 3月 31日

平成元年 4月 1日 ～
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【歴代PTA会長】

【歴代同窓会会長】

代 氏   名 在 任 期 間

初

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

吟

弟

螂

輸

韓

直

蜘

尚

熊

閑

欝

剖

隷

牌

膨

修

晰

登

木

田
利

下

暮

藤

見

島

崎

塚

本

鳥

仁

渕

本

藤

附

田

鈴

増

由

真

木

佐

浅

川

川

大

榎

羽

羽

小

橋

斉

石
角

昭和22年度～昭和28年度

昭和29年度～昭和32年度

昭和33年度～昭和36年度

昭和37年度～昭和40年度

昭和41年度～昭和43年度

昭和44年度～昭和46年度

昭和47年度～昭和49年度

昭和50年度

昭和51年度～昭和52年度

昭和53年度～昭和54年度

昭和55年度～昭和56年度

昭和57年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度～昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度～平成元年度

平成 2年～現在

代 名氏 卒 業 期 卒業回数

代

代

代

代

代

代

代

代

代

初

２

３

４

５

６

７

８

９

雄

治

平

好

吾

永

直

艤
脚
半
藤
英
玄
郎俊二

富

木 )

帥御轡卿脚菊陣峙脚
才
Ｔ

大正14年

大正14年

大正15年

昭和 2年

昭和 4年

昭和 8年

昭和 9年

昭和17年

昭和19年

旧制 1回

旧制 1回

旧制 2回

旧制 3回

十日制 5回

旧制 9回

十日常J10回

旧制18回

旧待120回



【卒 業 生 数】

卒業 回 数 人  数
大正14年

年

‐５

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

和昭

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

学中

5年 122

33

34

73

67
69

70
83

75

67

81

84

67

77

80

72

81

87

95

95

93
4年 167

52
114
189
19

計 2,146

卒業年
全 日 制 定 時 制

計
回 数 人 数 回 数 人  数

昭和24年

25

26

27

28

29

30

31

32

38

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

平成元年

2

高校 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

94

146

181

256

192

206

261

261

263

262

250

254

253

242

243

301

375

357

357

357

349

335

335

325

327

314

347

361

360

359

357

360

354

342

356

356

351

342

357

349

359

346

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

38

34

35

36

37

38

39

男  女

41

80

75

84

70

76

58

66

60

51

48

51

48

36

69

60

39

43

34

19

21

16

9

11

16

11

10

11

14

12

17

6

12

3

5

5

14

13

11

3

2

3

1

4

4

6

3

94

146

181

297

272

281

345

331

339

320

316

314

304

289

294

291

337

444

417

396

392

369

854

346

343

323

358

377

371

369

368

374

366

359

365

370

357

348

366

367

378

360

計 12,638 1,324 26
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_153-

指 導 方 針

1.教育方針

教育基本法、学校教育法に示された事項並びに精神
に基づき、平和的、民主的、文化的社会の

形成者として、また、真に国際社会の発展に貢献
できる者として、心身ともに健全な国民の育成

を目指す。

2.教育目標

(1)道義心を培い、豊かな教養に根ざした均衡のとれた判断力と、たく
ましい実践力を養う。

(2)理解と愛情をもって自律的集団生活を営むことのできる能力を養う。

(3)積極的、自発的な学習態度の確立につとめ、深く豊かな知性を養う。

(4)ス ポーツを奨励し、健康の増進を図り、明朗、健全な心身を養う。

(5)気品高き校風を育成し、洗練された情操を養う。

3.本年度の努力目標

全日常J

(1)学力の向上

・ 授業時数の確保と自宅学習指導
の徹底 。課題学習指導と添削指導の充実

・ 校内諸テストの内容充実
とその結果の効果的活用

・ 適切な進路情報等
の提供と実効ある進学指導の推進

(2)渋高生としての誇 りと責任の自覚

o基本的生活習慣の確立一特にあいさつの励行

・ 他人
への思いやりの育成 。規律ある充実した集団生活

(3)教育環境の整備と美化

・ 施設・設備の改修 ・ 清掃の徹底一特に汚さな
い、散らかさないことの指導

(4)部活動の奨励によるたくましい豊かな人間性の陶治

定時制

(1)基本的生活習慣の確立  (2)出 席率を高める教育活動の推進

(3)学習意欲の向上と実態に即した指導の徹底

(4)交通事故違反の絶滅  (5)他 人への思いやりの育成



【校 務 分 掌】
(全 日制 )

教
　
　
　
務

生

徒

指

導

進

路

指

導

教
　
　
　
務

庶
　
　
　
務

時
　
間
　
割

Ｈ

Ｒ

必

ク

儀

式

集

会

生

活

指

導

交

通

安

全

生
　
徒
　
会

同

和

教

育

教

育

相

談

占 占

事   渉  会 図  保

書  健

占占

教

育

情

報

―
占
日

蹄

爛

嚇

動

施
　
　
設
―占
‐‐
腑
理
営
齢

務   外  館

謂出占占
施 会庶 同 P

啓   窓T
繕 計務 会 A

視 図 整保 相 情 就進学

聴        藉琵
覚 書 美健 談 報 職導導

庶

務

会

計

営
　
　
　
繕

(定時制 )

教
　
務
　
部

指

導

部
―

教

　
　
　
　
務

統
　
　
　
　

計

教
科
書
・
教
育
課
程

行
事

・
時

間
割

儀

式

集

合

施
設
・美
化
・定
通

防
　
　
　
　
　
火

―
生
　
活

指

導

―

同

和

教

育

―

交
通

安
全

指
導

渉

外

⌒

Ｐ
Ｔ
Ａ

・
同
窓

定
時
制
教
育
振
興

鋒）

長校

職 員 会 議頭教学 校 保 健 委 員 会事
　
　
務
　
　
長

教科主任会議

学 年 会 議

学年主任会議

校 務 委 員 会

教育課程研究委員会

初任者研 4多 委員会

校   長

職 員 会 議教   頭
事

務
　
長
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【施設の状況】

(1)校地面積  28,521遷

(2)校舎面積  10,355at

(3)運動場敷地面積  15,8074【

校舎面積内訳

【教 職 員】
(1)全 日 制

(2)定 時 制

棟 数 面  積 摘 要

本  校  舎 1 5,6601置 管理室   普通教室24 理科室 4
視聴覚室 1 美術室 1

北  校  舎 1 7301這 被服室・食物室・生徒会会議室。図書館

音  楽  室 1 4321這 音楽室・天体観測室

体  育  館 1 2,127r這 体育場。卓球場

格  技  場 1 534∬ 柔道場。剣道場

部 室 3 3491置

セ ミナーハ ウス と 6881置 食堂。合宿所 (記念会館) 展示室

倉 庫 3 724【

計 12 10,5924t

区分

校

長

教

頭

教

論

置

籍

養

護

教

諭

事

務

職

員

学

校

司

書

実

習

助

手

公

仕

学

校

警

備

員

計

非

兼

時

数

学

　

校

　

医

学

校

歯

科

医

学

校

薬

剤

師

備

考

現員 1 1 48 2 1 5 1 1 2 1 63

８

　

８

５勤

務

常非

兼
3 1 1

区分

校

長

教

頭

教

諭

養

護

教

諭

事

務

職

員

学

校

司

書

実

習

助

手

公

仕

学

校

警

備

員

計

非

兼

時

数

学

　

校

　

医

学

校

歯

科

医

学

校

薬

剤

師

備

考

現員 1 6
０
　
２

勤

務

常非

兼



【生 徒 の状 況】

市町村別生徒数

【行 事 予 定】

(全 日 制 )

全定別

学 年
区 分

全   日   常J 定   時   制
全定合計

1 2 3 計 1 2 3 4 計

渋 川 市 103 123 112 338 14 16 8 49 387

伊 香 保 市 4 6 6 16 2 0 0 2 4 20

子 持 村 32 23 26 81 1 0 2 2 5 86

小 野 上 村 6 5 2 13 13

吉 岡 村 24 14 23 61 1 1 2 1 5 66

榛 東 村 13 6 29 48 5 2 2 9 57

赤 城 村 17 24 24 65 1 3 6 2 12 77

耳ヒ 橘 村 15 16 18 49 1 l 1 1 4 53

富 士 見 村 7 4 6 17 17

中 之 条 町 47 33 21 101 101

長 野 原 町 17 16 8 41 41

東   村 6 5 3 14 14

吾 妻 村 27 27 30 84 84

高 山 村 0 5 4 9 9

草 津 町 2 7 7 16 16

六 合 村 2 3 3 8 8

嬬 恋 村 9 15 4 28 28

箕 郷 町 1 0 2 3 3

群 馬 町 2 0 1 3 3

前 橋 市 25 28 23 76 2 2 78

高 崎 市

沼 田 市 1 2 0 3 3

そ の 他 1 4 8 13 1 1 2 15

県   外

計 361 866 360 1,087 28 24 22 18 92 1,179

四

月

始業式 入学式 新任式 対面式
離退任式 生徒会部紹介 部・サークル編成

追認試験 大掃除 身体検査
進路希望調査

内科 。眼科 。耳鼻科献身 検尿
河合
~塾
峰模試(2,3年 )

群数研テスト (1・ 2・ 3年 )

開校記念式典 記念講演会
図書館オリエンテーション 衛頭交通指導

九

　

　

月

始業式 追認試験 防火巡視 街頭交通指導

大掃除 校内実カテスト(1・ 2年)体 育祭

校内模試(3年)公 務員模試(3年 )
校内同和狭育研修 音楽教室 保健安全点検

河合塾模試(3年)進 路希望調査
就職推薦開始 進研模試(2'3年 )

十

　

　

月

中間テスト(1・ 2年)期 末テスト(3年)

防火巡視 大掃除 クリーンハイク

進研模試(3年)旺 文社模試(3年 )

英語検定 中高連打合会
進路講演会(2年)貧 血検査
代ゼミ模試(1年)河 合塾模試(3年 )

五

月

生徒総会 レントゲン撮影
公務員模試(3年)生 徒会役員選挙公示

中間テスト 大掃除
下宿生指導訪問

高校総体 校内模試(3年)
映画荻室

PTA・ 教育振興会総会

進路講演会 歯科検診
防火巡視 防火訓練

十

月

代ゼミ模試(3年)保健安全点検
進研模試(1・ 2・ 3年)進 研小論文模試(3年)

保護者面談(1。 2'3年)ス トーブ搬入

校内模試(3年)倉」立七十周年記念式典

防火巡視 防火訓練 大掃除
校内マラソン大会 成績会議(3年 )

校内職員研修会 教育相談研修会

月

旺文社模試(2年)英 語検定 教育実習

防火巡視 YG性 格検査(1年 )
同窓会総会 進研模試(3年 )
交通安全教室 衣替え 自転車点検
公務員模試(3年)心 臓検診(1年)

保護者面談(3年)大 掃除 榛嶺祭
生徒会役員選挙 草津地区保護者会

中高連総会 保健安全点検
アメヒト覇区除 進研小論文模試(3年)

十

　

一
一　

月

期末テスト(1・ 2年)学 年末テスト(3年)

防火巡視 大掃除 校外補導 終業式

成績会議(1・ 2年)代 ゼミ模試(3年)

河合塾模試(3年)一橋模試(3年 )
保護者面接(3年)志 望校検討会(3年)

月

始業式 防火巡視 大掃除
追認試験(3年)大 学入試センターテスト

3年特別時間割 校内実カテスト(1。 2年 )

進研模試(1・ 2年)志 望校検討会(3年)

予餞会 進路別集会(3年 )
七
　

　

　

月

期末テスト 大掃除 求人票受付開始

公務員模試(3年)定 期戦(部戦)

進研模試(1。 2・ 8年)校 外補導
防火巡視 成績会議 終業式 夏季補習
アメヒト駆除 PTA学 年部会(1・ 2年)

志望校検討会(3年)旺 文社小論文模試

学級懇談会(1.2年 )

一
一
　

　

月

修学旅行(2年)ス キー教室(1年 )

防火巡視 大掃除 代ゼミ模試(1。 2年 )

成績会議(3年)3年 特別時間割
保健安全点検 志望校検討会(2年 )

八

　

月

合宿部活動 北部地区特活研
全国PTA大会 除草(1年 )
河合塾模試(1・ 2。 3年 )

夏季補習 中高連総会

〓
一　
月

卒業式 大掃除 学年末テスト(1・ 2年)

防火巡視 高校入試 成績会議(1・ 2年)

終業式 中高連総会

―-156- -157-



(定 時 制)

百
‐

編集後記 *

平成 2年 4月 20日 、群馬県立渋川高等学校は創立70周年の輝ける記念 日を迎

えた訳であります。この日を記念 して本校の生徒同窓生であります東京大学教

授馬場宏二先生の御講演をいただきました。そして12月 1日 、記念会館の完成

を待って創立記念式典が盛大に催される運びとな りました。

創立記念の節 目を迎える学校が、かつてのように分厚い「校史」にかわって

「グラビア写真集」で記念誌を刊行する趣勢にあ りますので、私どもの学校も

「榛嶺一日で見る渋高70年」と題する記念誌を発行する
ことにな りました。「榛

嶺」とは、申し上げるまでもなくこの渋川の秀嶺
「榛名の嶺」のことでありま

す。渋高生徒会誌も「榛嶺」と呼ばれて永 く親 しまれてま
いりました。この度

完成を見ました記念会館も「榛嶺会館」と名付ける
ことに決しました。わが母

校の象徴としてこの名が永 く親しまれて欲 しいという願
いをも込められていま

す。

さて、ご覧にな りましたとおりこの記念誌は、①序一挨拶、②グラ
ビアー目

で見る渋高70年、③渋高70年の略年表、④学校概況の 4部構成でありまして、

②の部分は「渋高五十年史」(上下)に消さめられた写真、及びそのお り日の目

を見なかった写真、そして卒業アルバム所収の写真をテー
マ別に編集したもの

であ ります。

また③の略年表は、大正 9年の創立から昭和45年の創立50周年までの記事に

ついては、「渋高五十年史」の年表を圧縮 して再構成 したもの、昭和46年から平

成 2年 7月 女での記事は、「教務日誌Jか ら再構成 したものであ ります。記事は

吟味して年間20～30項にまとめましたので主な行事のみしか記載され
ていませ

ん。この記念誌の年表の元になったアルバム15冊 と年表は、新 し
い記念会館の

一隅に保管 して将来「校史」編纂の資料としてもらいたいと考え
てお ります。

①の学校概況は、これを見れ,ま母校渋川高校の現状が瞭然と解ると思われる

資料を、主に本年度版「学校要覧」から引用・配アⅢいたしました。

この「榛嶺一日で見る渋高70年Jは、卒業生にとっては懐かしい心の拠 り所

であ り、在校生にとってはわが母校の歴史を知る縁であってほし
いものと念願

してお ります。

末筆ながら、資料の編集
。写真の複写 。資料写真の提供など、かな りの場面

でご協力戴いたイワモ ト・フォトのスタッフに深甚なる感謝の言葉を申し上げ

編集後記と致 します。

◎記念誌編集担当 群馬県立渋川高等学校

高橋洋一 (全 12回 )、 岸 日月(全 5回 )、 峰村 宏 (全 10回 )、 狩野 悠 (全 15回 )、

松村君雄 (全21回 )

閣

，一秘
義
一
暮
、】

」
粋

評手

Ｉ
警

■

一

警
一報
子
と

姦
攀
蓬

色
雲
■
導
一

畠
Ｔ

導
一

独
悪

竃
一

4- 4● 越

Ｂ

盛

Ｅ

Ｅ

四

月

嬌業式 入学式 新任式 対面式
離任式 部編成 クラブ編成

内科 。眼科・耳鼻科検診

開校記念講演

身体計測

校関指導

会 食

検尿

九

月

大掃除

北毛地区定時制体育大会

校内生活体験発表会

校門指導

会 食

十

月

追試(第 2回 )

中間考査

定時制開校記念マランソ

北毛地区生活体験発表会

生徒会役員改選 校門指導 会食
五

月

追試 (第 1回)歯 科検診

胸部X線撮影

交通講話 中間考査

PTA総 会

校門指導

会 食

振興会総会

十

月

北毛地区交流会

車両点検

防火訓練

校門指導 会食

十

月

同和映画

期末考査 成績会議

会 食

大掃除 終業式

月

防火指導

車両点検

同窓会総会

会 食

校門指導

大掃除

榛嶺祭

月

始業式

映画教室

校門指導

会 食

七

月

期末考査

成績会議

保護者個人面接

球技大会

会 食

終業式

月

4年学年末考査 1～ 3年中間考査

予餞会 会食 車両点検

防火指導

卒業判定会議 4年家庭学習

校門指導 卒業式予行 表彰

月

卒業式

1～ 3年学年考査

進級判定会議

終業式 大掃除
入学検査 合格発表 補講

八

月

始業式

校門指導

定通制全国体育大会
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年  代 月  日 月 国内・外関係本 校 関 係 月 月  日 本 校 関 係国内・外関係 年 代

12. 23

12. 25

2・ 3・ 5年生野外教練
天皇崩御につき午前11時職員会議

渋川町在住生徒全員に12時30分集合 午後 1時より遥拝式
生徒に対し大喪に服する心得を配布

12 摂政裕仁殿下践稚 し、昭和と改元

(1926年 )

元年

9. 17

10.  7

10. 16

11.3
11.10
11. 20

12.5
12.  7

12. 23

12. 24

5

5

10

20

7, 15

7. 20

8. 1
8. 21

御大婚25年記念日 講堂で挙式
棒高跳の設備成る

同窓会第 1回幹事会
4・ 5年生課外授業開始 (～27)
バスケットボールの設備ペンキ塗 り終わる

第 2回召集日 第 1回同窓会総会

4・ 5年生軍隊宿泊 ～19日
第 3代 樋口安一郎校長新任式
相馬ヶ原で野外演習 (～ 17)

全国体育デー 第 1回運動会
国民精神作興に関する詔書奉読式

教練査閲 午前 5年生 午後 4年生他全校生
補習授業開始 英数国 (～28)
始めて事務室、職員室にストーブ備え付け

渋女に御真影奉迎のため全校生徒参加

終業式 4・ 5年生学力補充授業始まる

7

５

　

　

　

６

９

１０
　
　
Ｈ

前橋―渋川間自動車運転開始

ヴ慈笛彊

則改正 教練のため授業を

総同盟解散 日本労働組
結成

休業日を改正 4月 4日 から 1

不況のどん底から米価暴騰

東京放送本放送開始

内閣不統一で総辞職

第 2次加藤高明憲政会内閣成立
前中晴れの甲子園出場

渋川火葬場完成

帝国議事堂全焼

第 2回国勢調査人口8345万人

東京環状線省電全通

渋川で大火 (30戸全焼)

県立盲唖学校創立

県下初めてのメーデー

アメリカのリンドバーグ大西洋無着陸

横断飛行に成功

山東出兵始まる

ジュネーブ軍縮会議開催

第 1回都市対抗野球大会

NHK甲 子園初めての実況放送
第 1回水上競技大会(敷島公園プール)

普選法公布後初の県議選

毛沢東、井岡山に革命根拠地建設

初の明治節 参拝者80万人
中等学校の入試日月春から廃止

当分常識的口答試間、内申で選抜

日本最初の地下鉄上野―浅草間に開通12

5

6

３

　
４

　
５

　
５

8

8

8

9

10

11

11

5年生関西旅行 4年生以下榛名山登山

兵営宿泊 (4・ 5年生 150名 )
1年赤城、 2年日光、 3年横須賀方面へ旅行
全校生徒交替で榛名キャンピング

秋季大演習に茨城県水戸堀ケ原練兵場で御親閲を拝受

野営 2泊

秋季大運動会開催 (団の優勝旗制定)
ど第 1回県下中等学校連合競技大会参加

２

　
２

　
１

6

7

8

10

２

１３

5. 10

11

11

(1927年 )

2年

2

3

4

5

6

7

8

10

11

1 入試に身体検査を重視することを県

通達

第 1回普通選挙施行

大正橋着工

左派の労働運動家1568人を全国的に大

検挙 (3.15事件)

算術教科書にメー トル法を採用

渋川町に幼稚園開設

日。米・英軍縮会議 (ジ ュネーブ)

治安維持法改正 (死刑・無期を追加)

特高警察を全国に拡充

第 9回オリンピックに日章旗初めて揚

がる

県下233校に御真影伝達式 (県庁)

文部省に学生課を置き思想問題を所管

東電佐久発電所完成

新帝即位大礼式を行う

上毛電気鉄道 Fテ十日通

群馬県体育協会生まれる

特別荻室 2教室 (コ ンクリート建)及び雨天体操場西狽J
70坪を増築完成

校地の周囲に杉500本、扁柏500本、欅 4本植樹

狭窄射撃場を入中番山に新設 この年から軍事教練強化され
る

狭練用歩兵銃不足分16挺陸軍省より下給される

樋口校長高中校長に転補、第 4代中曽根都太郎校長赴任

上級生御大礼記念東京博覧会見学、下級生は榛名登山

軍隊宿泊 ～ 6月 2日

渋中と前工の野球戦行われる (敷島公園)

御大典記念として校旗制定(渋川市下郷の鳥羽資氏の寄贈)

御真影拝受

中等学校と青年訓練所生徒の連合大演習実施

昭和 3年

(1928年 )

7

1 . 13

3

3

3

3

5

5

7

５

２０

　

２‐

３‐

　

　

３０

5

5

19

11

11

11

大正15年

(1926年 )

6

2

3

4

5

中等学校射撃大会 (県 )

衆議院、治安維持法改正案緊急勅令を

事後承認

前橋市立高等家政女学校 (現市立女子

高)開校
海軍記念 日

荻員の俸給未払い、減俸、くびきり
な

ど全国的に起こる

‐０

‐６

　

２０

２２

３０

３

２２

２７

６

１０

２２

９

９

‐０

‐０

‐０

‐０

■

■

■

１２

‐２

‐２

２

　
３

　
３

　
３

　
３

　
４

　
４

　
４

　
４

　
５

　
５

　
５

　
６

　
７

　
７

　
７

８

２０

２

２０

２２

２４

５

１８

２０

２５

１

６

２‐

１２

‐２

‐９

２５

‐８

予餞会

第 2回卒業式
1年～ 4年野外教練
在校生野外演習

終業式

始業式 入学式
英霊殿参拝

開校記念日 マラソン大会
修学旅行団出発 ～ 5月 1日
在校生館林へ遠足

前橋市小出河原にて学生連合演習 5年生参加
銃器36技至払下げ

軍隊宿泊 (～ 14日 )

増築校舎及控室の修繕工事成る

1・ 2年生赤城登山
第 2回同窓会総会
剛健旅行 尾瀬方面

全生徒相馬ヶ原野営

本校で県下中学校野球大会 渋中対沼中
初旬全生徒妙義登山

午後生徒弁論大会
4。 5年生連合演習に参加
剣道部神官競技大会に出場

第 2回運動会
3年水沢付近で露営演習
妙義登山

八幡宮で天皇御病気平癒祈願 7日 、 8日 も
各室にス トーブ取付け
1・ 4年生野外教練

10

11

12

1

3

4

5

8

9

６

　

７

学則改正 中学授業料 4円 となる
山田耕作ら日本初の交響曲

加藤内閣総辞職

若槻礼次郎内閣成立

通行税渋川市内10銭を 9銭ヘ

古巻小学校竣工

アムソゼン北極横断に成功

公益質店前橋で開業

郡役所廃止

薦介石中華民国革命軍総司令に就任

薦介石北伐開始

日本放送協会設立

前中甲子園へ (3回戦で静中に敗る)
第 2回オリンピックで人
手となる

ドイツ国際聯盟に加盟

草津電鉄全線開通

日本学術協会発足式

上越線後閑まで開通式
全国水平社松本治一郎らを検挙

豊秋小学校起正式

大正天皇崩御

昭不日4年

(1929年 )

４

２０

１８

‐９

２８

つ
と

　

つ
つ
　
　
　
　
　
И
■

　

加
４

　

医
υ

　

医
υ

　

氏
υ

このころ校歌できあがる

荻練用の背嚢、歩兵第15連隊より下給される

始業式、入学式

開校記念日 マラソン大会
遠足

近県中等学校庭球大会において庭球部優勝

競技会
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月 国内・外関係
本 校 関 係

月  日月年  代 月  日 本 校 関 係 国内・外関係 代
12 内務省失業者42万 5526人 と発表

10

8

11

12

11.18

9

9

10

10

10

4

15

10

20

21

歩兵第15連隊に営内宿泊訓練

県下中等学校庭球大会において庭球部優勝

全国中等学校選手権大会に庭球部出場

県下中等学校連合競技会 競技部連続優勝
校訓改訂す

1.教育勅語ノ聖旨二奉仕シ人格ノ完成二努ムベシ
2.質実剛健、勤勉事二従ヒ国家社会ノ中堅人物タランコ
トフ努ムベシ

3.遠大ノ志フ励マツ堅忍持久大成フ期スベシ
5年生70名水戸の陸軍大演習の御親閲

ツェッペリン伯号霞ヶ浦に安着
伊香保、榛名間ケーブル開通
浜口首相緊急政策を全国に放送

小学校教員連盟結成 (日 本教育
組合の前身)
ニューヨーク株式市場で大暴落
(世界恐慌始まる)

大正橋竣工

群馬会館落成式

憲兵司令部、思想研究班を編成

清水 トンネル開通 (こ の年不景気
価下落)

第 1次上海事件

衆議院選挙

満州国建国宣言

(こ の年全国での完全失業者50万人、

潜在失業者と併せて300万人と推定)

メーデー500余名参加、50名倹束 (県

内)

中学校野球取締細則発令

陸海軍将校犬養首相を暗殺

(5,15事件―政党内閣終止)

警視庁に特別高等警察部、府県に特高

課をおく

第10回オリンピック

農漁村の欠食児童20万名突破と文部省

発表 (農村恐慌激化)

前橋測候所新築落成

東京を中心に米よこせ闘争各地に波及

煙草の売行き、不況で激減

東京人口500万都市となる

大日本国防婦人会結成

群馬大同銀行創立 (現群馬銀行)

楽泉園設立

5

1

2

3

6

7

８

　

　

９

　

　

１ ０

11

12

佐藤・田中組、関東中等学校庭球選手権
大会に出場

4年 。5年野外演習

3年野外演習
1年 '2年野外演習

開校記念日 マラソン大会

≧魯争雲翌後銀幾鍵手権業曇参加(明治神宮)

畳雫窪暮蓮鞣乗墓
武
毒含.季勇危饗詈経

2位

員雫率尊重篠彊客塞琵交套 第3位

整霧課貪晶書記念日

卒業式

終業式、新入生発表
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大正橋落成式
ロンドン海軍軍縮会議

官立校入学に思想傾向重視を決める

県下大演習

青年訓練所入所者増加中

激減
ロンドン海軍軍縮会議条約調印

経済不況から中等学校退学者激増

国産品愛用運動の開始を政府通牒

米価暴落

浅間山大爆発

前橋敷島球場開場

生糸大暴落 (農村恐慌)

東京・神戸間に特急列車運転開始

(時速67.4Km)

渋川警察署上棟式

浜口首相東京駅頭で愛国社員佐郷屋

雄に狙撃され重傷

群馬会館落成

失業者32万人と公表
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11. 1

終業式

始業式、入学式

創立10周年記念式典挙行、図画習字等展覧会一般公開

創立記念日 マラソン大会
5年生修学旅行 ～10日
4年生以下遠足

県下中学校総合庭球大会 (本校コート)

県下中学校剣道大会 (前中)

県下中学校連合競技大会に競技部 3年連続優勝を果たす

教育勅語換発40周年記念式挙行

創立10周年記念運動会

昭和 5年

(1930年 )

独にヒトラー内閣成立

新入生から絹の学帽採用 (県 )

(生糸の国内消費から)

国際連盟脱退の詔勅換発

第 4期国定教科書使用開始

纂稽表撞亀畿冨干口_ヵル放送開始
政府、満州移民大綱発表

国防議会生まれる (県 )

鳥井峠開通式 (県 )

賓∴晟露穆撃環猪篭茶壊罵者激増
外米輸入制限制公布

独国際連盟脱退を宣言

警踏犀子畳駿鵞誓言奮畜して新劇場の
「源氏物語」上演を禁止

皇太子御誕生

滝川事件起こる

1

3

11

4

8

9

10

同窓会総会

始業式 入学式
開校記念日 マラソフ大会
関西旅行出発 ～13日
全国中等学校剣道大会 第 3位
県下中等学校競技大会 第 2位

民言魯量三尾三台3彗き会寄を:魯岳目亀暑B破り優勝、
碗奄驀吾保善県藝 庭球シングルス佐藤選手優勝
秋季野外演習

卒業式

終業式 新入生発表
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8. 1
9. 24

10,  7

10. 29

11. 28

(1933年 )

8年

公立学校教員待1服規
定 (県)

思想倹事を設置
4

軍人勅諭下賜記念日

予餞会

卒業式

奪毒奎か合憂で種、第2種の課程を設ける
第10回 同窓会総会

佐藤次郎選手死去
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昭和 9年
(1934年 )7
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中学校を進学の有無により1種 2種に

区別

県下中等学校御真影伝賜式

衆議院婦人公民権案可決 (3.24
院否決)

全国の製糸業 1か月の休業に入る

重要産業統制法公布

八高線倉賀野―児玉間開通

上越線全線開通

満州事件勃発

東北・北海道で大飢餓

太田町に中島飛行機株式会社設立

官吏減俸実施

小学校教員の減俸実施       |
文部省に学生思想問題調査委員会設置|

貴降

一

昭和 6年

(1931年 )
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卒業式

終業式、入学生合格発表
この年から作業科を新設

始業式、入学式

開校記念日

学芸会

第 5代高見勘次郎校長就任
軍隊宿泊 (～ 10日 )

県下中学校連合大会 剣道部優勝
明治神官庭球大会に、松岡・神谷組出場、準々決勝で静岡

県富士中学校に惜敗

園芸木工を課する

一-122-―
-123-一
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〒377 渋川市並木町 678-3
TEL  0 2 7 9-2 2-4 1 2 0

群馬県立渋川高等学校


